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開会式　JAPAN NIGHT　ツーリズム・アワード
2016

双
方
向
交
流
の
波
を
全
国
津
々
浦
々
に

来
場
者
は
過
去
最
高
の
18
万
５
８
０
０
人

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
日
本
観
光
振
興
協
会（
日
観
振
）は
９
月
22
日
か
ら
25
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た

り
、東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
と
日
本
橋
エ
リ
ア
で「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

２
０
１
６
」を
開
催
し
ま
し
た
。今
年
で
３
回
目
と
な
っ
た
世
界
最
大
級
の〝
旅
の
祭
典
〞に
は
、

世
界
１
４
０
の
国
・
地
域
と
国
内
47
都
道
府
県
か
ら
１
１
８
１
の
企
業
・
団
体
が
参
加
し
、展
示

会
の
来
場
者
数
は
過
去
最
高
の
18
万
５
８
０
０
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

４
年
間
で
観
光
大
国
を
実
現

　
田
川
博
己
J
A
T
A
会
長
は
、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
か
ら
東
京
へ
五
輪
旗
が
渡
さ
れ
た
こ
と
に
言

及
し
、「
こ
の
記
念
す
べ
き
年
か
ら
の
4
年
間
で
観

光
大
国
を
実
現
し
、日
本
ブ
ラ
ン
ド
を
世
界
に
発

信
し
て
い
く
黄
金
の
チ
ャンス
が
到
来
し
た
」と
指

摘
し
ま
し
た
。

　
そ
の
取
り
組
み
の一つ
し
て
、J
A
T
A
と
日
観

振
、日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）は
10
月
22

日
ま
で
の
約
1
カ
月
間
に
わ
たって
、観
光
庁・文

化
庁・ス
ポ
ー
ツ
庁
の
協
賛
に
よ
る「
ジ
ャパン・ト
ラ

ベル・マンス
〜
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
を
旅
す
る
秋
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

田
川
会
長
は
、東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ
る

2
0
2
0
年
に
向
け
た
4
年
間
に
お
け
る
ツ
ー

リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャパン
の
展
開
に
つい
て
、「
国

内
の
展
示
で
地
域
の
魅
力
を
売
り
込
む
D
M
O

の
役
割
を
強
化
し
、訪
日
の
商
談
を
意
識
し
た
も

の
に
深
化
さ
せ
る
と
同
時
に
、海
外
旅
行
復
活
に

向
け
た
プ
ロ
ジェク
ト
な
ど
と
も
合
わ
せ
て
三
位一

体
の
統
合
効
果
を
目
指
す
」と
説
明
。ツ
ー
リ
ズ

ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
が
持
つ〝
国
際
交
流
の
イ
ベ

ン
ト
〞と
し
て
の
効
果
を
地
方
へ
波
及
さ
せ
る
こ

と
を
検
討
す
る
方
針
を
示
し
、「
全
国
津
々
浦
々

に
海
外
旅
行・国
内
旅
行
を
通
じ
た
交
流
の
場
が

実
現
さ
れ
る
観
光
大
国
の
実
現
に
貢
献
す
る
」考

え
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、田
川
会
長
は「
ア
ジ
ア
の
双
方
向
交

流
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、私
た
ち
の
知
見
を
世
界

に
発
信
す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
」と

表
明
。今
年
は〝
M
I
C
E
＆
ス
ポ
ー
ツ
〞と
い

う
五
輪
開
催
を
見
据
え
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ

る「
ア
ジ
ア・ツ
ー
リ
ズ
ム・リ
ー
ダ
ー
ズ・フ
ォ
ー
ラ

ム
」に
つい
て
、毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
て
、観
光
の
持

続
的
発
展
と
い
う
国
連
や
世
界
の
求
め
る
共
通

価
値
を
実
現
す
る
た
め
に
、国
連
世
界
観
光
機

関（
U
N
W
T
O
）や
ア
ジ
ア
太
平
洋
観
光
協
会

（
P
A
T
A
）と「
東
京
宣
言
」を
発
信
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

旅
行
需
要
回
復
と
観
光
復
興
を

　
開
会
式
に
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
石
井
啓一国

土
交
通
大
臣
は
、観
光
が
成
長
戦
略
と
地
方
創

生
の
大
き
な
柱
と
い
う
認
識
か
ら
、政
府
が一丸

と
なって
観
光
先
進
国
の
実
現
を
目
指
す「
明
日

の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョン
」を
策
定
し
た

こ
と
を
紹
介
。「
真
の
意
味
で
観
光
先
進
国
を
実

現
す
る
に
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
け
で
な
く
、国
内

観
光
の
振
興
や
日
本
と
海
外
と
の
双
方
向
交
流

も
重
要
だ
」と
い
う
認
識
を
示
し
、「『
ツ
ー
リ
ズ

ム
E
X
P
O
ジ
ャパン
』の
開
催
が
こ
れ
ら
の
促
進

に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
」と

語って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、石
井
大
臣
は
、今
年
で
3
回
目
を
迎

え
た「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャパン
」につい
て
、

「
日
本
や
世
界
の
魅
力
を
紹
介
す
る
展
示
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、商
談
会
な
ど
、世
界
最
大
級
の
旅

の
祭
典
に
育
って
き
た
」と
評
価
。「
災
害
な
ど
に

よ
る
需
要
の
落
ち
込
み
か
ら
の
観
光
復
興
や
ユニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
重
要
な
テ
ー
マ
だ
」と
強

調
し
て
、「『
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
』を

契
機
に
、熊
本・九
州
地
方
への
旅
行
需
要
回
復
や

東
北
地
方
な
ど
の
観
光
復
興
が
実
現
さ
れ
、高
齢

者・障
が
い
者
な
ど
が
安
心
し
て
旅
行
を
楽
し
め

る
環
境
整
備
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」と
表
明
し
ま
し
た
。

　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャパン
2
0
1
6
」

は
、世
界
各
国・地
域
や
国
内
各
地
の
観
光
情

報
を
提
供
す
る「
展
示
会
」や
内
外
の
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
旅
行
会
社
が一堂
に
会
す
る「
商
談
会
」な

菅義偉内閣官房長官

田川博己 JATA会長

石井啓一国土交通大臣



ど
5
つの
事
業
を
通
じ
て
、東
京
で
オ
リ
ン
ピック・

パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
2
0
2
0
年
に

向
け
て
、日
本
のツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
が
担
う
べ
き
役

割
と
可
能
性
を
内
外
に
示
し
て
い
ま
す
。

で
あ
り
、日
本
の
伝
統
芸
能
や
文
化
の
中
心
と
し

て
江
戸
時
代
か
ら
の
賑
わ
い
を
今
に
伝
え
る「
日

本
橋
」を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。国
内
外
か

ら
訪
れ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
業
界
関
係
者
に
日
本
各
地

の
お
祭
り
や
地
域
の
名
品
な
ど
、多
彩
な
日
本
の

魅
力
を
紹
介
し
、「
観
光
の
力
」「
地
域
の
力
」に

加
え
て「
日
本
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
」を
発
信
し

て
い
ま
す
。

　
日
本
橋・江
戸
桜
通
り
で
開
催
さ
れ
た〝
日
本

橋 

賑
わ
い
広
場
〞で
は
、日
本
全
国
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ
や
日
本
橋
の
老
舗
店
舗
な
ど
が
出
店
し

て
、各
地
域
で
し
か
味
わ
え
な
い
魅
力
や
美
味
を

来
訪
者
に
堪
能
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、日
本
橋・中
央
通
り
を
舞
台
に
繰
り

広
げ
ら
れ
た「
J
A
P
A
N〝
S
m
i
l
e
〞

B
r
i
d
g
e
」で
は
、江
戸
火
消
し
に
よ
る
木

遣
り
や
纏
振
り
な
ど
が
オ
ー
プ
ニン
グ
を
飾
っ
た

の
に
続
き
、鹿
沼
秋
ま
つ
り
の「
鹿
沼
彫
刻
屋
台
」、

「
秋
田
竿
燈
ま
つ
り
」、熊
本「
牛
深
ハ
イ
ヤ
踊

り
」が
パ
レ
ー
ド
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、 〝
熊
本
の
元

気
〞の
シ
ン
ボ
ル
と
なっ
た
く
ま
モ
ン
も
法
被
姿
で

登
場
し
て
、沿
道
の
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

　
ベル
サ
ー
ル
東
京
日
本
橋
で
開
会
式
に
続
い
て

行
わ
れ
た
第
2
回「
ジ
ャ
パ
ンツ
ー
リ
ズ
ム
ア
ワ
ー

ド
」表
彰
式
で
は
、大
賞
を
受
賞
し
た
飛
騨
高
山

国
際
誘
客
協
議
会
を
は
じ
め
、各
賞
受
賞
者
ら

が
登
壇
し
て
、長
年
に
わ
た
って
知
恵
と
工
夫
を

積
み
重
ね
て
き
た
取
り
組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。表
彰
式
に
は
、高
山
市
の
國
島
芳
明
市

長
も
駆
け
つ
け
、「
各
地
の
目
標
と
な
る
よ
う
な

高
山
市
で
あ
り
続
け
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
」と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ア
ワ
ー
ド

飛
騨
高
山
の
取
り
組
み
に
大
賞

　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
6
」

の「
J
A
P
A
N 
N
I
G
H
T 

国
際
交
流
の
夕

べ
」に
は
、菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
も
駆
け
つ
け
、

「
安
倍
総
理
が
3
年
前
の
施
政
方
針
演
説
で『
世

界
の
人
た
ち
を
惹
き
つ
け
る
観
光
立
国
の
推
進
』

を
宣
言
し
て
以
来
、政
府
は
戦
略
的
な
ビ
ザ
緩
和

や
免
税
制
度
の
拡
充
な
ど
、大
胆
な
改
革
を
矢
継

ぎ
早
に
実
行
し
て
き
た
」と
説
明
。「
安
倍
政
権
で

は
、観
光
を
成
長
戦
略・地
方
創
生
の
重
要
な
柱

と
位
置
づ
け
、2
0
2
0
年
に
は
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
の
4
0
0
0
万
人
達
成
と
い
う
新
た
な

目
標
を
立
て
、引
き
続
き
大
胆
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
」と
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　
菅
官
房
長
官
は
、「
今
回
の
経
済
対
策
で
は
、訪

日
旅
行
者
数
4
0
0
0
万
人
を
見
据
え
て
、ク

ル
ー
ズ
船
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
や
C
I
Q
体

制
の
強
化
な
ど
、イ
ンフ
ラ
の
拡
充
を
図
る
」と
語

り
、「
観
光
庁
予
算
も
当
初
予
算
で
倍
増
し
て
、

海
外
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
要
と
な
る
日
本
政

府
観
光
局（
J
N
T
O
）の
海
外
事
務
所
を
14
カ

所
か
ら一気
に
21
カ
所
に
増
強
し
て
戦
略
的
な
ア

ピ
ー
ル
を
図
る
」と
強
調
。「
観
光
先
進
国
の
実
現

を
目
指
し
て『
出
来
る
こ
と
は
す
べ
て
や
る
』と
い

う
決
意
で
、政
治
主
導
に
よ
る
観
光
分
野
の
改
革

を
進
め
る
」考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、石
井
国
土
交
通
大
臣
は「
ス
ト
レ
スフ
リ
ー

の
旅
行
環
境
の
整
備
、観
光
産
業
の
革
新
と
国
際

競
争
力
の
強
化
、地
方
創
生
の
礎
と
な
る
観
光
資

源
の
魅
力
向
上
な
ど
、様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い

く
」と
意
欲
を
表
明
。「
江
戸
時
代
か
ら
商
業・文
化

の
中
心
と
し
て
栄
え
て
き
た
日
本
橋
で
、日
本
の
魅

力
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
6 

J
A
P
A
N 

N
I
G
H
T
」は
、五
街
道
の
起
点

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
　
日
本
橋
で
多
彩
な
魅
力
を
発
信

ビルの谷間を進む秋田竿燈は雨上がりの夜空に映えました

「牛深ハイヤ踊り」の先頭を行く元気印のくまモン

都内では初めてのお披露目となった「鹿沼彫刻屋台」

国内・訪日領域優秀賞はクラブツーリ
ズムの「世界初！視覚障がい者 夢の
自動車運転体験ツアーの実現」が受賞

山口日観振会長（左）と記念撮影に応じる飛騨高山国際
誘客協議会の堀泰則会長（中央）と高山市の國島市長



「
観
光
大
国
」目
指
す

日
本
の
動
き
を
歓
迎

グローバル観光フォーラム
2016

基
調
講
演

民
間
の
力
で
持
続
可
能
な

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展
を

基
調
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
輝
き
続
け
る
日
本
、そ
し
て
世
界
〜
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
4
0
0
0
万
人
時
代
の
交
流
大
国
を

目
指
し
て
〜
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た〝
グ
ロ
ー
バ
ル

観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
〞で
は
、国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）の
タ
レ
ブ・リ
フ
ァ
イ
事
務
局
長

と
世
界
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会（
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）の
デ
イ

ビッ
ド・ス
コ
ー
ス
ィ
ル
理
事
長
が
基
調
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

リ
フ
ァ
イ
事
務
局
長
は
、「
2
0
2
0
年
に

4
0
0
0
万
人
、2
0
3
0
年
に
6
0
0
0
万

人
と
い
う
訪
日
旅
行
者
数
を
目
指
す
日
本
の
施

策
を
、U
N
W
T
O
と
し
て
全
面
的
に
支
援
す

る
」と
表
明
。同
事
務
局
長
は
、「
非
常
に
野
心
的

な
目
標
だ
が
、近
年
の
目
覚
ま
し
い
展
開
を
考
え

れ
ば
、十
分
に
達
成
は
可
能
だ
」と
い
う
見
方
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、2
0
0
0
年
に
は
11
％
だ
っ
た
世
界
の

人
口
に
占
め
る
60
歳
以
上
の
割
合
が
2
0
5
0

年
に
は
22
％
ま
で
拡
大
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
全
て
の
人
々
が
旅
行
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
も
不
可
欠
」と
強
調
。「
旅
行
者
に
とっ

て
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン

や
企
業
と
し
て
も
、雇
用
機
会
確
保
と
い
う
面
か

ら
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
スコ
ー
ス
ィ
ル
理
事
長
は
、2
0
2
6
年
に
は
日

本
の
G
D
P
に
占
め
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
割
合

が
9
％
に
達
し
、就
業
者
数
で
も
全
体
の
約
8・

4
％
を
占
め
る
と
い
う
予
測
を
紹
介
す
る一方
、

長
期
的
な
伸
び
率
で
は
、世
界
の
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ
る

2
0
2
0
年
に
訪
日
旅
行
者
数
の
4
0
0
0
万

人
達
成
を
実

現
し
、さ
ら
に
、

2
0
3
0
年
に

6
0
0
0
万
人

を
目
指
す
計
画

を
歓
迎
す
る
」

考
え
を
示
し
て

い
ま
す
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
た
フ
ラ
ン
ス
観
光
開

発
機
構
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン・マ
ン
テ
イ・ジェ
ネ
ラ
ル・マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、基
調
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
サ
ス
テ
ー
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」と「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
ション
」

を
踏
ま
え
、テ
ロ
事
件
の
影
響
で
訪
仏
外
国
人
旅
行

者
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
。デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョン
が
持
続
的
な
発
展
を
続
け
る
た
め
、危
機
管

理
が
重
要
で
あ
る
こ
とへの
認
識
を
示
す一方
、I
T

の
進
歩
も一定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
指
摘
し
ま

し
た
。マン
テ
イ
氏
は「
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
る
旅
行
者

が
S
N
S
を
通
じ
て
、パ
リ
な
ど
の
現
状
を
世
界
に

伝
え
て
く
れ
て
い
る
」意
義
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
エ
テ
ィハ
ド
航
空
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
イ・プ
ー
ヌ
ー
サ
ミ
ー

副
社
長
は
、「
サ
ス
テ
ー
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」の
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る「
気
候
変
動
」への
対
応
が
航
空
業
界
の
大
き
な

テ
ーマ
と
なって
い
る
こ
と
を
紹
介
。エン
ジ
ン
や
運
航

技
術
に
加
え
、航
空
イ
ンフ
ラ
や
航
空
管
制
の
改
善
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
を
通
じ
、化
石

燃
料
の
消
費
低
減
を
図
る
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

W
T
T
C
副
会
長
も
務
め
る
田
川
博
己

J
A
T
A
会
長
は
、「
日
本
で
も
世
界
の
潮
流
を
理

解
し
て
政
策
立
案
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、観
光

が
国
家
戦
略
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、

民
間
部
門
の
力
に
よ
り
持
続
可
能
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

発
展
を
支
え
る
こ
と
が
重
要
だ
」と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

挨拶に立った観光庁の田村明比古長官「観光先進国に向
けて質も求められる」

UNWTOのタレブ・リファイ事務局長

WTTCのデイビッド・スコースィル理事長

WTTCのスコースィル理事長、フランス観光開発機構のマンテイ・ジェネラル・マネージャー、
UNWTOのリファイ事務局長（右から）

モデレーターを務めた本保芳明氏（首都大学東京 特任教授、東京工業大学 特任教授）
と田川 JATA会長、エティハド航空のプーヌーサミー副社長（右から）
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業
界
ト
ッ
プ
４
氏
が
海
外
旅
行
復
活
へ
道
筋
探
る

「
企
画
力
・
提
案
力
・
斡
旋
力
」で
市
場
開
拓
を

海
外
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
6
」で
は
9
月
23
日
、「
海
外
旅
行
」「
訪

日
旅
行
」「
国
内
観
光
」と
い
う
3
つ
の
テ
ー
マ
別

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。海
外
旅
行
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、業
界
ト
ッ
プ
４
氏
が
現
状
を

分
析
し
た
上
で
課
題
を
整
理
し
、「
海
外
旅
行
の

復
活
」を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
と
道
筋
を
語

り
合
って
い
ま
す
。

●
2
0
0
0
万
人
達
成
の
展
望

　

市
場
の「
す
そ
野
」拡
大
を

　
「
日
本
に
お
け
る
海
外
旅
行
の
将
来
」を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
た
海
外
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

J
A
T
A
副
会
長
を
務
め
る
ワ
ー
ル
ド
航
空
サ
ー

ビ
ス
の
菊
間
潤
吾
代
表
取
締
役
会
長
を
モ
デ
レ
ー

タ
ー
に
、ジェイ
テ
ィ
ー
ビ
ー
の
高
橋
広
行
代
表
取

締
役
社
長
、エ
イ
チ・ア
イ・エス
の
平
林
朗
代
表
取

締
役
社
長
、阪
急
交
通
社
の
松
田
誠
司
代
表
取

締
役
社
長
の
3
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し

ま
し
た
。

　

年
間
日
本
人
旅
行
者
数
の
2
0
0
0
万
人
達

成
に
つい
て
、高
橋
社
長
は「
今
の
ま
ま
で
は
非
常

に
難
し
い
」と
い
う
認
識
を
示
し
、「
人
口
減
少
と

い
う
要
因
を
抱
え
て
い
る
日
本
市
場
で
は
、海
外

旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
す
そ
野
を
ど
う
広
げ
る
か
に

か
かって
い
る
」と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
松
田
社
長
は
、「
12・8
％
に
と
ど
ま
って
い
る
出

国
率
を
、全
国
平
均
で
20
％
ま
で
引
き
上
げ
れ
ば
、

2
5
0
0
万
人
に
な
る
」と
述
べ

る
と
同
時
に
、「
旅
行
回
数
の
多

い
シ
ニ
ア
層
向
け
に
、深
掘
り
商

品
の
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
」

と
い
う
認
識
も
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
林
社
長
は
、「
I
T

技
術
の
進
展
に
よ
っ
て
携
帯

端
末
で
の
翻
訳
機
能
が
向
上

す
れ
ば
、5
〜
7
年
後
に
は

2
0
0
0
万
人
を
達
成
で
き

る
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
見
方

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

●
海
旅
市
場
の
現
状
分
析

　

旅
行
会
社
の
強
み
前
面
に

　
高
橋
社
長
は
海
外
旅
行
市
場
の
現
状
につい
て
、

「
旅
行
会
社
に
よ
る
取
り
扱
い
の
伸
び
が
市
場

全
体
の
伸
び
を
下
回って
い
る
」こ
と
を
課
題
と
し

て
挙
げ
、「
募
集
型
の
パッ
ケ
ー
ジ
旅
行
を
主
力
商

品
と
位
置
付
け
つつ
、ウェブ
化
や
F
I
T
化
と
い

う
環
境
変
化
に
新
た
な
対
応
を
図
る
必
要
が
あ

る
」と
語
って
い
ま
す
。ま
た
、仕
入
れ
手
法
に
つい

て
も
、「
事
前
に
固
定
レ
ー
ト
で
在
庫
を
確
保
す

る
や
り
方
は
、早
晩
通
用
し
な
く
な
る
」と
指
摘
、

「
変
動
レ
ー
ト
で
リ
ス
ク
を
負
う
仕
入
れ
に
転
換

せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
」と
い
う
見
通
し
を
示

し
ま
し
た
。

　

阪
急
交
通
社
の
松
田
社
長
は
、「
6
割
以
上
で

添
乗
員
が
同
行
し
、現
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

で〝
安
全
安
心
〞を
担
保
す
る
こ
と
に
よって
、リ

ピ
ー
タ
ー
が
95
％
以
上
」と
い
う
同
社
の
特
性
を

紹
介
。「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
顧
客
の
間
に
立
って
、

双
方
を
つ
な
ぐ
観
光
プ
ロ
デ
ュー
ス
を
基
本
方
針

に
し
て
い
く
」考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
林
社
長
も
、「
旅
行
会
社
の
強
み
は
、

O
T
A
に
は
な
い
企
画
力
や
提
案
力
、コ
ン
サ
ル

テ
ー
ション
力
で
あ
り
、専
門
店
化
を
通
じ
て
さ
ら

に
強
化
を
図
って
、そ
の
深
掘
り
を
す
る
必
要
が

あ
る
」と
い
う
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

●
旅
行
会
社
の
存
在
意
義

　

潜
在
需
要
を
掘
り
起
こ
す

　

今
後
の
海
外
旅
行
市
場
拡
大
を
旅
行
会
社
が

牽
引
で
き

る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、

高
橋
社
長

は「
ま
さ
に

旅
行
会
社
の

存
在
意
義
の

問
題
」と
断

言
。「
新
し
い

マ
ー
ケ
ッ
ト

を
切
り
開
い

て
い
け
る
か
」「
店
舗
や
渉
外
営
業
を
通
じ
ニ
ー
ズ

を
着
実
に
捉
え
ら
れ
る
か
」「
添
乗
員
同
行
な
ど

の
斡
旋
力
で
安
全
安
心
を
ど
れ
だ
け
担
保
で
き

る
か
」と
い
う
3
つの
ポ
イ
ン
ト
が
問
わ
れ
る
と
強

調
し
て
い
ま
す
。

　

松
田
社
長
は「
海
外
旅
行
の
動
機
を
持
って
い

た
だ
け
る
提
案
が
で
き
る
か
が
最
大
の
ポ
イ
ン

ト
」と
指
摘
。「
動
機
付
け
の
手
法
と
し
て
価
格

戦
略
も
否
定
し
な
い
」と
述
べ
、「
海
外
旅
行
市
場

に
は
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
」と
指

摘
し
ま
し
た
。

　

平
林
社
長
は「
F
I
T
化
の
流
れ
の
中
で
、現

地
で
の
動
き
を
もっと
把
握
し
、顧
客
デ
ー
タ
に
基

づ
い
て一人一人
が
楽
し
め
る
旅
行
を
リ
コ
メ
ン
ド

す
る
必
要
が
あ
る
」と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

菊
間
会
長
は「
海
外
旅
行
市
場
が
成
長
し
な

が
ら
変
化
し
て
い
く
中
で
、旅
行
会
社
の
存
在
意

義
を
高
め
る
た
め
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に
企
画
力・

提
案
力
を
伸
ば
し
、皆
さ
ん
と一緒
に
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
活
性
化
さ
せ
た
い
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ジェイティービー代表取締役社長
高橋広行氏

阪急交通社代表取締役社長
松田誠司氏

エイチ・アイ・エス代表取締役社長
平林朗氏

ワールド航空サービス代表取締役会長
菊間潤吾氏

会場には300人以上が詰めかけ、立ち見が出るほどの盛況ぶり。「海
外旅行復活」に向けた業界の並々ならぬ思いを感じさせました。



テーマ別シンポジウム
2016

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
を
展
望

国
内
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地
域
一体
の
営
業
活
動
で
大
き
な
成
果

訪
日
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
地
域
を
元
気

に
」を
テ
ー
マ
に

掲
げ
た
国
内
観

光
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
界
的
潮

流
を
紹
介
し
な
が
ら
、日
本
で
の
可
能
性
を
展
望

し
ま
し
た
。

U
N
W
T
O
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
推
進

　
基
調
講
演
を
行った
U
N
W
T
O
の
ヨ
ラ
ン
ダ・

ペル
ド
モ・ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
メ
ンバ
ー
部
門
長
は
、ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
の一つ
と

し
て
推
進
し
て
い
る
理
由
につい
て
、「
新
し
い
タ
イ

プ
の
旅
行
者
に
対
応
で
き
、地
域
と
し
て
も
訴
求

力
を
高
め
ら
れ
る
」と
説
明
し
て
い
ま
す
。今
年

に
入
って
か
ら
加
盟
国
や
賛
助
会
員
に
対
す
る
調

査
な
ど
を
開
始
し
て
お
り
、同
部
門
長
は
、「
現
状

を
整
理
し
た
上
で
地
域
を
特
定
し
、導
入
モ
デ
ル

事
例
づ
く

り
を
進
め

る
」考
え
を

明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
グ
ル
メ

情
報
を
提

供
し
て
い
る

ぐ
る
な
び
の

久
保
征一郎
代
表
取
締
役
社
長
は
、「
磨
き
上
げ

た
コン
テ
ンツ
と
し
て『
食
』に
関
わ
る
情
報
を
地

元
か
ら
効
果
的
に
発
信
す
れ
ば
、地
域
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
」と
説
明
。「
訴
求
す
べ
き
需
要
に

向
け
て
情
報
を
継
続
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
重

要
だ
」と
訴
え
ま
し
た
。

地
域
で
食
文
化
の
創
造
と
発
展
を

　
農
家
と
料
理
人
、飲
食
店
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ

「
ピ
ー
ス
キ
ッ
チ
ン
」を
展
開
し
て
い
る
新
潟
市
の

篠
田
昭
市
長
は
、「
新
潟
か
ら
食
文
化
を
創
造
し

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
」と
明
言
。日
本
で

初
め
て
1
階
が
キ
ッ
チ
ン
で
2
階
が
レ
ス
ト
ラ
ン
と

い
う
バ
ス
を
運
行
し
て
、シェフ
や
農
家
と
収
穫
や

試
飲
を
楽
し
む
事
例
を
紹
介
し
、「
新
し
い
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
し
て
発
信
し
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま

し
た
。

　

金
沢
市
の
旅
館「
浅
田
屋
」の
浅
田
久
太
代
表

取
締
役
社
長
は
、海
外
で
は「
金
沢
」が
知
ら
れ

て
い
な
い
た
め
、ニュー
ヨ
ー
ク
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の

交
換
留
学
を
通
じ
た
知
名
度
向
上
の
取
り
組
み

を
紹
介
。「
ニュー
ヨ
ー
ク
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

〝
K
A
N
A
Z
A
W
A
〞が
非
常
に
有
名
に
なっ

た
」と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
〝
鹿
島
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
〞に
取
り
組
ん
で
い
る

佐
賀
県
鹿
島
市・富
久
千
代
酒
造
の
飯
盛
直
喜

代
表
取
締
役
社
長
は
、「
地
元
6
蔵
が
イ
ベン
ト
の

企
画・運
営
や
蔵
開
き
の
同
時
開
催
で
盛
り
上
げ

て
い
る
」と
語
り
、「
人
口
減
少
が
進
む
ふ
る
さ
と

も
魅
力
的
な
地
域
に
変
わ
り
つつ
あ
る
」と
強
調

し
ま
し
た
。

　

訪
日
旅
行
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、「
持
続
可
能

な
地
方
誘
客
〜

日
本
旅
館
と
地

域
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
」を
テ
ー
マ
に
、各
地
の
魅
力
の
粋
を
体
現

す
る
旅
館
と
周
辺
地
域
の
連
携
に
よ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
発
展
の
方
策
を
探
り
ま
し
た
。

　

徳
島
県
三
好
市
に
あ
る
ホ
テ
ル
祖
谷
温
泉
の

植
田
佳
宏
代
表
取
締
役
社
長
は
、同
ホ
テ
ル
を

含
む
地
元
の
5
つ
の
宿
泊
施
設
で
構
成
す
る「
大

歩
危・祖
谷
いって
み
る
会
」の
外
国
人
宿
泊
者
数

が
、2
0
0
7
年
の
5
4
6
人
か
ら
2
0
1
5

年
に
は
9
8
8
4
人
へ
18
倍
も
増
加
し
た
こ
と

を
紹
介
。大
歩
危・祖
谷
エ
リ
ア
で
は
、地
元
行

政
、D
M
O
で
あ
る一般
社
団
法
人「
そ
ら
の
郷
」、

地
域
の
観

光
施
設
や

交
通
事
業

者
な
ど
賛

助
会
員
27

社
を
含
む

「
大
歩
危
・

祖
谷
いっ
て

み
る
会
」が

連
携
し
て
、

地
域
一体
と

な
っ
た
営
業

活
動
を
展
開
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

米
国・シ
ア
ト
ル
出
身
で
、長
野
県
戸
倉
上
山

田
温
泉・亀
清
旅
館
の
宿
主
で
あ
る
タ
イ
ラ
ー・リ

ン
チ
氏
は
、「
日
本
独
特
の
生
活
文
化
を
体
験
で

き
る
旅
館
は
、外
国
人
旅
行
者
に
とって
大
き
な

魅
力
」と
強
調
。さ
ら
に
、よ
り
多
く
の
外
国
人
旅

行
者
に
長
野
県
を
知
って
も
ら
う
た
め
、県
レベル

で
の
多
言
語
スマ
ホ
ア
プ
リ「
ユニ
ー
ク
長
野
」の
開

発
に
参
加
す
る
な
ど
、訪
日
旅
行
者
拡
大
の
取
り

組
み
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

受
入
改
善
へ
も
っ
と
海
外
旅
行
を

　
J
T
B
グ
ロ
ー
バルマ
ー
ケ
テ
ィン
グ
＆
ト
ラ
ベル

の
水
谷
初
子
執
行
役
員
は
、「
靴
を
脱
ぐ
」「
ゆ
か

た
で
過
ご
す
」な
ど
外
国
人
に
は
当
た
り
前
で
は

な
い
こ
と
に
つい
て
、「
不
安
を
取
り
除
く
と
同
時

に
、日
本
の
伝
統
が
凝
縮
さ
れ
た
旅
館
の
魅
力
を

伝
え
る
こ
と
が
重
要
」と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、観
光
文
化
研
究
所
の
井
川
今
日
子
専

務
取
締
役
は
、外
国
人
か
ら
見
た
旅
館
の
残
念

な
点
と
し
て
、「
自
由
度
が
低
い
」「『
刺
身
』至
上

主
義
」な
ど
を
指
摘
。「
観
光
立
国
＝
イ
ンバ
ウ
ン

ド
」と
い
う
潮
流
の
中
で「
旅
館
に
とって
大
切
な

の
は
日
本
人
顧
客
」と
語
り
、「
数
値
目
標
だ
け

で
な
く
、受
入
環
境
改
善
に
も
目
を
向
け
て
」と

訴
え
て
い
ま
す
。

　
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
J
N
T
O
海
外
プ
ロ

モ
ー
ション
部
の
平
田
真
幸
特
命
事
項
担
当
部
長

は
、「
イ
ンバ
ウ
ン
ド
拡
大
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、

受
入
環
境
の
改
善
に
向
け
日
本
人
も
も
っ
と
海

外
に
出
掛
け
る
べ
き
」と
締
め
括
り
ま
し
た
。

国内観光シンポジウムで登壇した皆さん

訪日旅行シンポジウムで登壇した皆さん

モデレーターを務めた ANA
総合研究所の小川正人代表取
締役副社長

モデレーターを務めたJNTO
海外プロモーション部の平田
真幸特命事項担当部長

８
年
間
で
外
国
人
宿
泊
者
が
18
倍
に



急
成
長
す
る
ア
ジ
ア
の
観
光
発
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を
世
界
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Ｗ
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ア
ジ
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〝
M
I
C
E 
＆ 
S
P
O
R
T
S
〞を

テ
ー
マ
に
議
論

　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
6
」で
は
9
月
23
日
、「
ア
ジ
ア・ツ
ー
リ

ズ
ム・リ
ー
ダ
ー
ズ・フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、ア
ジ
ア
市
場
で
急
激
に
拡
大

す
る
国
際
観
光
旅
行
を
見
据
え
、今
後
3
年
間

の
共
通
テ
ー
マ
と
し
て〝
持
続
可
能
な
観
光
開
発

〜
ア
ジ
ア
が
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
〜
〞を
設
定
。

今
回
は〝
M
I
C
E 

＆ 

S
P
O
R
T
S
〞を
年

度
テ
ーマ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
挨
拶

し
た
ツ
ー

リ

ズ
ム

E
X
P
O

ジ
ャ
パ
ン
の

田
川
博
己

実
行
委
員

長
は
、「
今

年
特
に
力

を
入
れ
て
い

る
の
が
、こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
」と
強
調
し
た
上
で
、

来
年
の
国
連
に
よ
る「
開
発
の
た
め
の
持
続
可
能

な
観
光
の
国
際
年
」を
踏
ま
え
て
、「
急
成
長
す

る
ア
ジ
ア
の
観
光
を
い
か
に
持
続
的
に
発
展
さ
せ

る
か
に
つい
て
、世
界
と
日
本
の
知
見
を
集
め
て
、

世
界
に
発
信
す
る
」と
説
明
。「『
M
I
C
E 

＆ 

S
P
O
R
T
S
』と
い
う
テ
ー
マ
に
相
応
し
い
素

晴
ら
し
い
登
壇
者
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
い
て
お

り
、国
連
世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）や
太

平
洋
ア
ジ
ア
観
光
協
会（
P
A
T
A
）と
共
に
東

京
宣
言
を
行
う
」こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

日
本
が
観
光
の
質
的
成
長
を
け
ん
引

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、第
1
部
が「
M
I
C
E
セッショ

ン
」、第
2
部
が「
S
p
o
r
t
s
セッ
シ
ョン
」、

第
3
部
が「
ラ
ッ
プ
アッ
プ・セッ
ション
」と
い
う
構

成
で
進
め
ら
れ
、様
々
な
視
点
か
ら
M
I
C
E
と

ス
ポ
ー
ツ
を
切
り
口
と
す
る「
持
続
可
能
な
観
光

開
発
」につい
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　
第
3
部
で
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
J
T
B
総

合
研
究
所
の
高
松
正
人
常
務
取
締
役
は
、「
サ
ス

テ
ー
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、経
済・ビ
ジ
ネ
ス
、

環
境
、社
会・文
化
と
い
う
3
つ
の
面
か
ら
持
続

可
能
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

M
I
C
E
や
ス
ポ
ー
ツ
で
も
そ
の
重
要
性
は
同
じ

だ
」と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表
さ
れ
た「
ア
ジ
ア・ツ
ー

リ
ズ
ム・リ
ー
ダ
ー
ズ・フ
ォ
ー
ラ
ム 

東
京
宣
言 

2
0
1
6
」で
は
、「
持
続
可
能
な
観
光
の
発
展

が
世
界
に
お
い
て
重
要
な
政
策
で
あ
る
」「
ア
ジ
ア

が
世
界
の
持
続
可
能
な
観
光
の
発
展
を
リ
ー
ド

す
る
」「
観
光
の
質
的
な
成
長
を
け
ん
引
す
る
日

本
」「
ス
ポ
ー
ツ・イ
ベン
ト
な
ど
M
I
C
E
は
、観

光
と
地
域
の
持
続
的
な
発
展
に
大
き
く
貢
献
す

る
」と
い
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
共
通
認
識
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

官
民
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
集
約
し
可
視
化

　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャパン
2
0
1
6
」

で
は
、9
月
23
日
の
業
界
日
限
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て「
ツ
ー
リ
ズ
ム・プ
ロ
フェッ
シ
ョ
ナ
ル・セ
ミ
ナ
ー
」

を
実
施
し
ま
し
た
。専
門
的
な「
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
」か
ら
立
体
的
な
視
野
を
持
っ
た「
プ
ロ
フェッ

シ
ョ
ナ
ル
」へス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、40
を
超

え
る
テ
ーマ
が
用
意
さ
れ
た
各
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、多

く
の
業
界
関
係
者
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
の
A
ス
テ
ー
ジ
で
実
施
さ
れ
た

「〝
R
E
S
A
S（
リ
ー
サ
ス
：
地
域
経
済
分
析

シ
ス
テ
ム
）〞の
活
用
事
例
紹
介
！
〜
ビッグ
デ
ー
タ

で
商
機
を
掴
め
!!
〜
」で
は
、経
済
産
業
省
地
域

経
済
産
業
グ
ル
ー
プ
の
田
岡
卓
晃
地
域
経
済
産

業
調
査
室
長
が
講
師
と
し
て
登
壇
。内
閣
官
房

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
推
進
本
部
事
務
局
の
企
画
官

も
兼
任
す
る
田
岡
室
長
は
、産
業
構
造
や
人
口
動

態
、人
の
流
れ
な
ど
の
官
民
ビッグ
デ
ー
タ
を
集
約

し
、可
視
化
す
る〝
R
E
S
A
S
〞が
す
で
に
、自

治
体
や
大
学
で
の
授
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
て
、ス
ク
リ
ー
ン
を
使
い
な
が
ら
実

際
の
事
例
な
ど
を
も
と
に
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
ま
す
。

対
応
を
進
め
な
い
と
旅
行
市
場
が
縮
小

　
「
ユニバ
ー
サ
ルツ
ー
リ
ズ
ム
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」で

は
、J
T
B
総
合
研
究
所
の
若
原
圭
子
主
席
研

究
員
と
J
A
T
A
障
害
者
差
別
解
消
法
対
応

部
会
の
田
中
穂
積
部
会
長
が
講
師
を
務
め
、「
ユニ

バ
ー
サ
ル・ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
や
超
高
齢
社
会
で

旅
行
業
界
が
目
指
す
方
向
性
」、「
障
害
者
差
別

解
消
法
施
行
と
お
客
様
対
応
」な
ど
を
テ
ー
マ
に

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
原
主
席
研
究
員
は
、日
本
が
世
界
に
例
を

見
な
い
水
準
と
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、対
応
を
進
め
な
い
と
日
本
の
旅
行
市
場
が
縮

小
す
る
こ
と
か
ら
、「
誰
も
が
旅
行
を
楽
し
め
る

環
境
の
整
備
が
急
務
」と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

田
中
部
会
長
は
、海
外
と
国
内
の
募
集
型
企

画
旅
行
や
国
内
手
配
旅
行
な
ど
で
の
対
応
事
例

を
紹
介
。顧
客
の
要
望
、障
害
の
程
度
や
ツ
ア
ー
の

内
容
に
よって
、旅
行
の
安
全
か
つ
円
滑
な
実
施
に

対
し
て
ど
の

よ
う
な
支
障

や
リ
ス
ク
が

あ
る
の
か
、

な
ど
を
見
極

め
申
し
込
み

の
段
階
で
顧

客
と
十
分
に

話
し
合
う
こ

と
が
重
要
で

あ
る
点
を

強
調
し
ま
し

た
。

「東京宣言 2016」に調印後、ステージ上に並んだUNWTO
アジア太平洋センターの福田純一副代表、田川実行委員長、
PATAのマリオ・ハーディCEO、JATAの志村格理事長（右から）

展示会場のAステージで実施された “RESAS” セミナー



ツアーグランプリ2016

　JATAは9月24日、「ツーリズムEXPOジャパン2016」の会場で「ツ
アーグランプリ2016」の表彰式を開催しました。ツアーグランプリは、
旅行業における企画力やマーケティング力の向上と観光立国の施策に
寄与することを目的に、海外旅行と国内・訪日旅行で最も優れた企画旅
行を表彰するものです。今年度は、応募総数124件の中から11ツアー
が、国土交通大臣賞、観光庁長官賞などの各賞を受賞しました。

　ヨーロッパ方面への需要が冷え込む中、このツアーは、いわゆる「王道」ではなく、知名度
の低い観光地を組み込んだことが、リピーターの方々に支持され、喜んでご参加いただけた
と考えています。今後も、リピーターの皆さんはもちろん、さらに先を行かれている方々にもご
満足いただけるツアーを作っていきたいと思います。

審査員とともにステージ上で記念撮影する受賞者の皆さん

国土交通大臣賞を受賞した阪急交通社のメディア営
業二部海外営業一課・黒田亮氏

観光庁長官賞（海外旅行部門）
を受賞したクラブツーリズムの
海外コミュニティ旅行セン
ター・井上聖子氏

◎海外旅行部門グランプリ
　（パッケージ旅行部門）
古き良き　新しき町並みと長
城山清水秀　古北水鎮の旅／
ワールド航空サービス

◎海外旅行部門グランプリ
　（シリーズ部門）
世界の名画を訪ねる「美の旅」
シリーズ／朝日旅行

◎海外旅行部門グランプリ
　（SIT部門）
カンボジア　村の小学生の子
どもたちに体育を教える活動
／ピース・イン・ツアー

◎国内・訪日旅行部門
　グランプリ
五島列島巡礼の旅　4日間／
ユーラシア旅行社

◎審査員特別賞
　（海外旅行部門）
ぷら旅シリーズ　～どの日に行っ
ても一人部屋無料19.8万円！ぷら
旅で海外旅行～／エヌオーイー

◎審査員特別賞
　（海外旅行部門）
チャーター機で行く奥アマゾン
“最後の石器人”ヤノマミ族に出会
う旅／日本橋トラベラーズクラブ

◎審査員特別賞
　（国内・訪日旅行部門）
大阪再発見　なにわの渡し
ウォーク／朝日旅行

◎審査員特別賞
　（国内・訪日旅行部門）
KANTO BUFFET／びゅうト
ラベルサービス

ツアーグランプリ2016
国土交通大臣賞は阪急交通社が受賞

　JATAは、「ツーリズムEXPOジャパン2016」会期中の9月23日、展示会場で「海外卒
業旅行企画コンテスト2016～地方空港出発“学生と旅行会社でつくる”海外企画旅行」
の最終審査プレゼンテーションとグランプリの発表・表彰などを行いました。
　応募総数259件の中から、優秀企画6作品のプレゼンテーションを実施し、グランプリ
には、跡見学園女子大学・篠原靖ゼミの「一生忘れられない旅！私たちの感動ドラマ 
A heroine of the story～あなたのなりたい物語の主人公はだれですか？」がグランプ
リに輝いています。この作品は、「シンデレラ」「ハウルの動く城」「マリーアントワネット」で
舞台となった場所などを「体験・五感・交流」をキーワードに訪れるもので、商品化と若者
旅行需要喚起のためのPDCAサイクルも考えられています。

跡見学園女子大学にグランプリ　海外卒業旅行企画コンテスト2016

◎国土交通大臣賞
美しきアルザス地方・ドイツ黒い森と花々の楽園マイナウ島・ルクセンブルク8日間／阪急交通社
メディア営業二部海外営業一課 黒田亮氏

◎観光庁長官賞（海外旅行部門）
中国・張掖丹霞地貌（ちょうえきたんかちぼう）絶景ハイキング旅5日間／
クラブツーリズム
海外コミュニティ旅行センター

◎観光庁長官賞（国内・訪日旅行部門）
日本旅百景／
ワールド航空サービス
経営企画本部

観光庁長官賞（国内・訪日旅行
部門）を受賞したワールド航空
サービスの経営企画本部・大石
橋弘明氏

グランプリを受賞した跡見学園女子大学・篠原ゼミBチームの皆さん



貸
切
バ
ス
の
安
全
確
保
へ
第
三
者
機
関
設
置

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
全
旅
協
、日
本
バ
ス
協
会
が
共
同
で
取
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組
み
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Ｔ
Ａ
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催
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を
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委員会報告
　

J
A
T
A
は
8
月
30
日
、全
国
旅
行
業
協
会

（
全
旅
協
）、日
本
バ
ス
協
会
と
、旅
行
業
者
と
貸

切
バ
ス
事
業
者
の
手
数
料
な
ど
を
含
め
た
取
引

関
係
を
適
正
化
し
、旅
行
会
社
が
貸
切
バス
を
使

用
し
て
行
う
旅
行
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
に
、第
三
者
機
関
で
あ
る「
貸
切
バ
ス
ツ
ア
ー

適
正
取
引
推
進
委
員
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
今
年
1
月
に
発
生
し
た
軽
井
沢
ス
キ
ー
バス
事

故
を
受
け
て
、軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
対
策
検

討
委
員
会
が
策
定
し
た「
安
全・安
心
な
貸
切
バ

ス
の
運
行
を
実
現
す
る
た
め
の
総
合
対
策
」で
は
、

「
バ
ス
事
業
者
、旅
行
業
者
は
安
全
確
保
を
最
優

先
に
据
え
、両
業
界
等
は
協
力・連
携
し
て
ル
ー
ル

遵
守
の
環
境
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
」な
ど
の
基

本
的
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
貸
切
バ
ス
ツ
ア
ー
適
正
取
引
推
進
委
員
会
」

で
は
、具
体
的
な
対
応
と
し
て
、委
員
会
の
も
と

に
通
報
窓
口
を
設
け
て
、運
賃
違
反
な
ど
の
事
例

が
あ
っ
た
場
合
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
団
体
が
連
携

し
て
、そ
の
改
善
や
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
J
A
T
A
、全
旅
協
、日
本
バス
協
会
は
、同
委

員
会
に
よ
る
対
策
な
ど
に
よ
り
、旅
行
商
品
の
安

全
確
保
を
図
る
こ
と
を
第一に
、バ
ス
ツ
ア
ー
の
需

要
拡
大
に
努
め
、地
方
創
生
、地
域
分
散
化
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

　
ま
た
、3
協
会
は
8
月
30
日
、「
安
全
運
行
パ
ー

ト
ナ
ー
シップ
宣
言
」を
発
表
し
、相
互
の
協
力
体

制
の
確
立
に
よ
り
法
令
な
ど
を
順
守
す
る
こ
と

を
宣
言
、公
表
し
て
い
ま
す
。

　

貸
切
バ
ス
ツ
ア
ー
適
正
取
引
推
進
委
員
会
通

報
窓
口
は
、次
の
通
り
で
す
。

　
電
話
番
号
＝
０
３
│
３
５
９
７
│
３
０
３
１

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
＝bustaisaku@jata-net.or.jp

　
J
A
T
A
は
㈱
ジ
ャ
タ
と
と
も
に
、9
月
2
日
、

全
日
通
霞
が
関
ビ
ル
で「
J
A
T
A
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
で
、7
月
28
日
に
観
光
庁
か
ら

発
表
さ
れ
た「
旅
行
業
界
情
報
流
出
事
案
検
討

会
※
中
間
と
り
ま
と
め
〜
旅
行
業
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
向
上
の
た
め
早
急
に
講
ず
べ
き
対
策
〜
」

を
受
け
、企
業
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
の
比
重
が
高
ま
る
中
で
、重
要
な
経
営
課
題
の

一つ
と
し
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
る
た
め
、

旅
行
会
社
が
ど
の
よ
う
な
対
応
と
施
策
に
取
り

組
む
べ
き
な
の
か
、な
ど
に
つい
て
観
光
庁
や
保
険

会
社
の
担
当
者
な
ど
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
観
光
庁
観
光
産
業
課
の
齋
藤
敬一郎
調
査
室

長
は
、「
旅
行
業
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
の
た

め
早
急
に
講
ず
べ
き
対
策
」を
テ
ー
マ
に
講
演

し
、旅
行
会
社
に
よ
る
対
応
に
つい
て
、「
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に一過
性
の
対
応
を
行
う
の
で
は
な

く
、継
続
的
に
資
源
を
確
保
し
、対
策
を
強
化

す
る
こ
と
」「
研
修
、訓
練
の
実
施
な
ど
経
営
層

を
含
め
た
全
従
業
員
に
よ
る
個
人
情
報
保
護

意
識
の
向
上
」「
情
報
流
出
事
案
発
生
時
の
対

処
手
順
と
報
告
手
順
の
整
備
」な
ど
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
を
説
明
。さ
ら
に
、中
堅・小
規
模
旅

行
業
者
に
つ
い
て
は
、「
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
、

O
S
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
常
に
最
新
の
も
の
に

更
新
す
る
な
ど
基
本
的
な
対
策
を
行
う
こ
と
」

「
社
外
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
案
に
関
わ
る

最
新
情
報
に
留
意
し
、情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
」「
サ
イ
バ
ー
保
険
に
付
帯

す
る
緊
急
時
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る

こ
と
」な
ど
に
取
り
組
む
よ
う
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　
「
旅
行
業
界
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
取
り
組
み
に
つい
て
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た

J
A
T
A
の
越
智
良
典
事
務
局
長
は
、観
光
庁

の「
旅
行
業
界
情
報
流
出
事
案
検
討
会
」で
の

中
間
と
り
ま
と
め
に
も
と
づい
て
、J
A
T
A
に

「
I
T
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
特
別
委
員
会
」を
設
置
し

て
検
討
を
行
う
ほ
か
、今
年
中
を
メ
ド
に
旅
行
会

社
各
社
で
情
報
セ
キュリ
テ
ィ
担
当
者
を
任
命
す

る
こ
と
や
各
社
に
お
け
る
連
絡
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
、今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
も
含
め
て
J
A
T
A

と
し
て
情
報
発
信
を
行
って
い
く
こ
と
、な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。

※
中
間
取
り
ま
と
め
は
次
の
U
R
L
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/kankocho/

topics06_000080.htm
l



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
観
光
局
と
覚
書
を
締
結

２
０
２
０
年
に
向
け
て
共
同
で
活
動
展
開

委員会・支部活動報告
　

J
A
T
A
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
観
光
局

（
T
A
）は
9
月
21
日
、東
京・霞
が
関
の
全
日
通

霞
が
関
ビ
ル
で「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
2
0
2
0
プ
ロ

ジェク
ト
」に
向
け
た
覚
書（
M
O
U
）に
調
印
し

ま
し
た
。

　

こ
の
覚
書
締
結
に
基
づ
い
て
、J
A
T
A
と

T
A
は
、2
0
2
0
年
ま
で
に
渡
航
者
70
万
人

を
目
指
し
、販
売
促
進
や
業
界
向
け
の
取
り
組

み
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ・教
育・デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン

開
発
な
ど
の
活
動
を
共
同
で
展
開
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

覚
書
に
調
印
し
た
J
A
T
A
の
田
川
博
己
会

長
は
、「
今
後
の
需
要
開
発
で
は
、単
な
る
旅
行
に

と
ど
ま
ら
ず
、交
流
や
体
験
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、こ
れ
ま
で
の
豪
州
向
け
商
品
で
は
十
分
に

伝
え
ら
れ
な
かっ
た
魅
力
を
さ
ら
に
深
掘
り
し
、

ブ
ー
ム
で
は
な
く
、こ
れ
か
ら
の
持
続
可
能
な
拡

大
を
目
指
し
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　
一方
、T
A
の
ト
ニ
ー・サ
ウ
ス
会
長
は
、「
日
本
人

旅
行
者
向
け
の
豪
州
商
品
を
継
続
的
に
開
発
す

る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、旅
行
者
ニ
ー
ズ

が
変
化
す
る
中
で
、豪
州
旅
行
の
動
機
を
持
って

も
ら
え
る
よ
う
な
体
験
や
経
験
の
商
品
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
」と
述
べ
、日
本
市
場
に
お
け
る
需

要
開
発
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

T
A
に
よ
る
と
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ
る

日
本
人
旅
行
者
数
は
、昨
年
9
月
か
ら
11
カ
月

連
続
で
プ
ラ
ス
成
長
を
維
持
し
て
お
り
、今
年
8

月
以
降
も
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、日

豪
間
に
お
け
る
航
空
路
線
で
の
供
給
力
拡
大
や

T
A
と
州
政
府
観
光
局
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

が
需
要
の
伸
び
を
支
え
て
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
12
月
16
日
に
は
、カ
ン
タ
ス
航
空
が
メ
ル
ボ

ル
ンへの
直
行
便
就
航
を
発
表
し
て
お
り
、今
後

も
日
本
か
ら
の
旅
行
者
数
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

9
月
25
〜
26
日　

南
富
良
野
町
と
十
勝
清
水

町
へ「
平
成
28
年
8
月
台
風
等
大
雨
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
」。J
A
T
A
関
係
者
な
ど

1
2
0
人
が
参
加
。

10
月
14
日　

旅
行
会
社
向
け
海
外
旅
行
セ
ミ

ナ
ー・交
流
会
。

10
月
14
〜
16
日　
「
海
外
旅
行
フェア
2
0
1
6 

in
チ・カ・ホ
」。

9
月
6
日　
第
4
回
幹
事
会
。

10
月
19
日　
第
5
回
幹
事
会
。

9
月
13
日　

総
務・国
内
旅
行・イ
ンバ
ウ
ン
ド
委

員
会
合
同
セ
ミ
ナ
ー
。

9
月
23
日　
幹
事
会
。

9
月
28
日　
L
A
D
Y 

J
A
T
A
委
員
会
。

10
月
6
日　
イ
ンバ
ウ
ン
ド
委
員
会
。

10
月
13
〜
14
日　
国
内
旅
行
委
員
会
研
修
旅
行

（
宮
古
島
）。

9
月
29
日　
第
3
回「
三
浦
ゼ
ミ・ク
レ
ー
ム
対
応

講
座
」。

10
月
19
日　
総
務・消
費
相
談
委
員
会
。

10
月
20
日　
支
部
幹
事
会
。

9
月
11
日　
総
務
委
員
会
。

9
月
15
日　
消
費
者
相
談
委
員
会
。

9
月
28
日　
幹
事
会
。

10
月
28
〜
29
日　
消
費
者
相
談
委
員
会
。

9
月
11
日　

環
境
保
全
活
動（
和
歌
山・友
ヶ

島
）。

9
月
14
日　
「
現
場
の
た
め
の
旅
行
契
約
の
基
礎

知
識
講
座
」。

9
月
3
〜
4
日　

第
3
回「
え
ひ
め
空
旅
!

２
０
１
６
」（
松
山
市・エミ
フ
ル
M
A
S
A
K
I
）。

航
空
会
社・政
府
観
光
局
な
ど
21
団
体
が
出
展
。

約
7
5
0
0
人
が
来
場
。

9
月
23
日　
中
四
国
支
部
第
2
回
幹
事
会
。

10
月
13
日　
第
3
回
海
外
旅
行
委
員
会
。

9
月
21
日　

国
内
旅
行
委
員
会・海
外
旅
行
委

員
会・福
岡
地
区
委
員
会
の
合
同
委
員
会
。

9
月
29
日　
消
費
者
相
談
委
員
会
。

10
月
1
日　
第
3
回
寺
子
屋
J
A
T
A
。

10
月
3
日　
教
育
研
修
委
員
会
。

10
月
4
〜
5
日　

消
費
者
相
談
委
員
会（
霧

島
）。

10
月
13
日　
「
ク
ル
ー
ズ
販
売
セ
ミ
ナ－i
n
飛
鳥

Ⅱ
」。

10
月
15
日　
国
際
旅
行
委
員
会
。

10
月
15
日　
海
外
旅
行
委
員
会
。

10
月
15
日　

第
1
回「
世
界
の
み
な
さ
ん
、も
っ

と
！
九
州
へ
」イ
ン
バ
ウ
ン
ド
企
画
提
案
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
。

10
月
15
日　

第
3
回「
若
者
よ
、も
っ
と
！
海
外

へ
」ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
企
画
提
案
コン
テ
ス
ト
。

10
月
17
日　
消
費
者
相
談
委
員
会
。

10
月
20
日　
総
務
委
員
会
。

9
月
20
日　
教
育
旅
行
委
員
会
。

9
月
20
日　
幹
事
会
。

10
月
5
日　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
セ
ミ

ナ
ー
。

10
月
7
日　
イ
ンバ
ウ
ン
ド
委
員
会
。

関
東
支
部

東
北
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部

北
海
道
支
部

沖
縄
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部

覚書に調印した田川 JATA会長（左）とトニー・サウス TA会長



要人往来
　世界140の国・地域から600を超える出展
者を数えた「ツーリズムEXPOジャパン」も盛
況のうちに幕を閉じ、会期と前後して各国・地
域の観光トップの皆さんがJATAを訪れ、日本
市場に対する熱い思いを伝えてくださいました。
「海外旅行復活」へ向けて、今後の展開が大
いに期待されるところです。

エルウッド・ドナルドソン　駐日バハマ大使
（7月19日・志村理事長を訪問）

アハメド・カリール　駐日モルディブ大使
（7月22日・志村理事長を訪問）

アリ・カラクシュ　トルコ大使館文化広報参事官
（8月3日・田川会長を訪問）

ジョゼフ・チト・ザネス（右）／
ルベン・ダリオ・カルピオ・デルガド　
ペルー・マチュピチュ村議会議員
（8月9日・志村理事長を訪問）

パッタラアノン・ナチェンマイ
タイ国政府観光庁東京事務所長
（8月16日・志村理事長を訪問）

ルツ・カハノフ　駐日イスラエル大使
（左）／ルカス・カラツォリス　
駐日ギリシャ大使
（8月19日・菊間副会長を訪問）

リック・ハミルトン　
豪州クイーンズランド観光局取締役
（9月16日・志村理事長を訪問）

オウン・マウン　ミャンマー観光大臣
（9月23日・田川会長を訪問）

フセイン・ヤイマン　トルコ文化観光副大臣
（9月23日・田川会長を訪問）

アンソニー・ラウ　香港政府観光局理事長
（9月23日・菊間副会長を訪問）

エンリケ・デラマドリー・コルデーロ　メキシコ観
光大臣
（9月23日・田川会長を訪問）

トム･ノーウォーク　
米国・シアトル観光局代表取締役＆CEO
（9月23日・田川会長を訪問）

ゲオルゲ・ミナス　キプロス観光局マーケティン
グ部ツーリズム・オフィサー
（9月24日・志村理事長を訪問）

ソン・ハジン　全羅北道知事
（9月24日・志村理事長を訪問）

マルセラ・バシガルポ　パラグアイ観光庁長官
（9月24日・田川会長を訪問）

封立涛　中国国家観光局国際部副部長
（9月24日・田川会長を訪問）

イ・グデ・ピタナ　インドネシア観光副大臣
（9月24日・田川会長を訪問）

イオン・パドゥラル　モルドバ大統領府事務局長
（9月24日・志村理事長を訪問）

ジム・ジョーンズ　
英国・北ウエールズ観光局取締役
（9月24日・菊間副会長を訪問）

ハリス・モハメド　モルディブ政府観光局長
（9月24日・田川会長を訪問）

ムハマド・ファルーク・カン　
バングラデシュ観光特別委員会委員長
（9月25日・田川会長を訪問）

サリー・フィンフィニト　ラオス情報・文化・観光
省ツーリズムマーケティング局長
（9月25日・田川会長を訪問）

劉喜臨　台湾海峡両岸観光旅遊協会副会長
（9月25日・田川会長を訪問）



海
の
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
は
、い
つ
も
人

気
の
高
い
旅
行
先
で
す
。海
水
浴
や
マ

リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
目
的
で

選
ん
で
い
る
旅
行
者
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ

う
が
、海
に
は
昔
か
ら
健
康
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。海
と
健
康
と

旅
行
を
結
び
つ
け
た
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
詳
し
い
、琉
球
大
学
の
荒
川
雅
志
教
授

（
医
学
博
士
）に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　●
海
は
治
療
の
場
で
あ
っ
た

そ
の
昔
、海
が「
治
療
の
場
」で
あ
っ
た

こ
と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。医

学
の
祖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
、紀
元
前
の
ギ
リ

シ
ャ
で
海
を
治
療
に
活
か
し
て
い
ま
し
た
。

中
世
か
ら
現
代
に
か
け
て
は
、世
界
中
の

医
師
、研
究
者
が
、海
辺
の
気
候
や
海
水

の
効
果
研
究
お
よ
び
疾
患
へ
の
臨
床
応
用

を
行
っ
て
い
ま
す
。日
本
で
も
、病
気
治
療

や
療
養
を
目
的
と
し
た
海
水
浴
が〝
潮
湯

治
〞（
し
お
と
う
じ
）と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

は
、江
戸
期
の
文
献
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
と
は

現
代
で
は
、海
を
治
療
や
健
康
増
進
に

利
用
す
る
こ
と
を 

〝
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
〞

（
海
洋
療
法
）と
呼
ん
で
い
ま
す
。「
海
と
海

洋
性
気
候
、さ
ら
に
は
海
藻
や
海
泥
な
ど

も
含
め
た
海
の
恵
み
を
総
合
的
に
活
用
し

て
、心
身
に
総
合
的
に
作
用
す
る
治
療
、ま

た
は
健
康
増
進
の
た
め
の
方
法
」と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
の
先
進

国
フ
ラ
ン
ス
で
は
医
療
機
関
を
併
設
し
、保

健
が一
部
適
用
さ
れ
る
な
ど
現
代
西
洋
医

学
と
の
融
合
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。欧
州

諸
国
で
は
3
、4
週
間
の
長
期
休
暇
を
海

辺
の
保
養
地
への
転
地
と
し
て
定
着
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。世
界
に
は
現
在

2
6
0
を
超
え
る
海
洋
療
法
施
設
、併
設

ホ
テ
ル
が
存
在
し
ま
す
。 

●
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
の
分
類・作
用
機
序

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
は
、大
き
く
は
直
接
利

用
と
間
接
利
用
に
分
け
ら
れ
ま
す
。海
水

の
浮
力
や
水
圧
を
活
か
し
た
マッ
サ
ー
ジ
や

海
水
中
で
の
運
動
、ハ
イ
ド
ロ
セ
ラ
ピ
ー
と

呼
ば
れ
る
水
治
療
法
で
は
、物
理
作
用
、薬

理
作
用
、心
理
作
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
海
水
由
来
の
素
材
を
直
接
用
い
る
も

の
に
、ア
ル
ゴ
テ
ラ
ピ
ー（
海
藻
療
法
）、フ
ァ

ン
ゴ
テ
ラ
ピ
ー（
海
泥
療
法
）が
あ
り
ま

す
。海
藻
に
は
肌
の
性
質
を
整
え
る
微
量

元
素
、ビ
タ
ミ
ン
等
の
含
有
量
が
豊
富
で
、

海
泥
は
吸
着
効
果
に
優
れ
る
特
性
が
あ

り
、こ
れ
ら
を
皮
膚
に
直
接
塗
布
す
る
こ

と
で
美
容
効
果
、温
熱
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

一
方
、間
接
利
用
に
は
、起
伏
に
富
ん
だ

海
岸
沿
い
で
の
運
動（
海
岸
地
形
療
法
）や

海
洋
性
気
候
への
転
地
滞
在（
転
地
療
法
）

が
あ
り
、心
身
両
面
へ
の
作
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。ま
た
、海
洋
動
物
の
特
性
を
ア
シ

ス
ト
の
役
割
に
活
か
す
も
の
に
イ
ル
カ
介

在
療
法
が
あ
り
ま
す
。発
育
発
達
障
害
、

ダ
ウ
ン
症
、脳
性
麻
痺
、自
閉
症
、う
つ
病

な
ど
に
対
す
る
心
理
作
用
が
大
き
く
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
観
光
へ
の
応
用
〜
海
洋
ヘ
ル
ス
ツ

ー
リ
ズ
ム
〜

近
年
、健
康
を
テ
ー
マ
と
す
る
観
光「
ヘル

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
が
、私
た
ち
も
海
岸
沿
い
を
歩
く
ビ
ー

チ
ウ
ォ
ー
ク
、素
足
で
砂
浜
を
歩
く
サ
ン
ド

ウ
ォ
ー
ク
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。海
水

湿
気
を
含
ん
だ
海
風
を
浴
び
な
が
ら
海
岸

線
な
ど
起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
を
歩
く
こ

と
で
酸
素
消
費
量
が
増
加
し
、新
陳
代
謝

を
高
め
、自
律
神
経
を
安
定
化
さ
せ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
身
の
旅
で
も
、ゆ
っ
く
り
深
呼
吸
し
な

が
ら
の
ビ
ー
チ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
、朝
日
が

昇
る
海
を
見
な
が
ら
の
ヨ
ガ
な
ら
手
軽
に

海
の
効
果
を
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。朝
の

軽
い
運
動
は
体
温
の
緩
や
か
な
上
昇
を
促

し
て
生
体
リ
ズ
ム
を
整
え
る
効
果
も
あ
り

ま
す
。朝
日
を
浴
び
れ
ば
時
差
ボ
ケ
解
消

に
も
な
り
ま
す
。

清
浄
で
美
し
い
海
浜
環
境
を
有
す
る
地

域
な
ら
世
界
各
地
、日
本
全
国
ど
こ
で
も

海
の
健
康
効
果
を
十
分
享
受
で
き
ま
す
。

●
生
命
誕
生
の
起
源
、体
内
回
帰

海
に
癒
し
を
感
じ
る
人
が
多
い
の
は
、海

水
の
成
分
比
が
妊
娠
中
の
母
体
の
羊
水
と

近
い
た
め
に
、体
内
への
回
帰
、さ
ら
に
は
生

命
誕
生
の
起
源
に
も
さ
か
の
ぼ
る
か
ら
で

は
、と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。ま
た
波
の
リ

ズ
ム
に
は「
揺
ら
ぎ
」が
あ
り
、そ
れ
が
私

た
ち
の
鼓
動
や
呼
吸
の
リ
ズ
ム
に
よ
る
揺

ら
ぎ
と
同
調
す
る
た
め
、と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。こ
う
し
た
説
に
は
壮
大
な
神
秘
性

を
感
じ
ま
す
が
、科
学
的
な
証
明
は
も
う

少
し
先
の
よ
う
で
す
。

添乗員のための旅行医学 VOL.85

旅先のビーチを健康活用



消費者相談室ハイ！
こちら

お客様の満足度向上を目指して

苦
情
事
例
に
学
ぶ

今
回
の
テ
ー
マ
：「
休
業
日
」と

「
取
消
料
」の
不
思
議
な
物
語
！

監
修

　弁護
士

　三浦
雅
生

46

クレーム対応マニュアル 「たびクレ！！」 のオススメ
JATA会員各社で旅行業務に従事している方 を々対象に、クレーム
対応の研修ツールとしても活用していただける、クレーム対応マニュ
アル「たびクレ！！」発売中です！！
・クレーム対応で必要な基礎、威圧的なクレームの対応策等をイラス
ト入りで解説！
・旅行会社やお客様からよくある66の質問【Ｑ＆Ａ】を項目別に掲載！
クレーム客をリピーターに変えて販売を拡大するツールとしても活用
できるマニュアルで、旅行業界の方々必携の1冊となっております！！　
クレーム対応の研修ツールに、各部署毎に一冊いかがでしょうか。

10部以上ご購入の方には、本誌内容を網羅したPOWER POINTデー
タをサービスいたします。社内研修・説明会等に是非ご活用ください。

【販売価格】 正会員：515円  協力・賛助会員：1,029円 
★JATAホームページ > 会員・旅行業のみなさまへ >右上「資料購入」からお申込いただけます★ 

　
お
客
様
が
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
、「
今
日
ま
で
に
キ
ャ
ン
セ
ル

す
れ
ば
取
消
料
は
か
か
ら
な
い
日
」が
、あ
い
に
く
旅
行
会
社
の

定
休
日
で
、全
く
旅
行
会
社
に
連
絡
が
つ
か
な
い
と
き
に
、取
消

料
の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？　

と
い

う
相
談
が
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
に
も
頻
繁
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。そ
こ
で
、今

回
は
、こ
の
こ
と
に
つ
き
再
度
整
理
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

申
し
出
内
容
は
こ
う
で
す

〈
旅
行
会
社
は
休
日
。キ
ャ
ン
セ
ル
の
連
絡
が
で
き
な
い
！
〉

　

夏
休
み
を
や
り
く
り
し
て
、友
達
と
２
人
で
グ
ア
ム
旅
行
に
申

し
込
み
ま
し
た
。お
金
も
全
額
払
って
ガ
イ
ド
ブック
も
購
入
し
準

備
ば
っ
ち
り
。出
発
す
る
ま
で
、ま
だ
1
カ
月
以
上
も
あ
る
の
に
、

友
達
か
ら
残
念
な
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
入
り
ま
し
た
。

　
「
ご
め
ん
！　

仕
事
が
入
り
行
け
な
く
な
り
そ
う
。上
司
か
ら

連
絡
が
あ
って『
夏
休
み
を
変
え
て
く
れ
。ご
め
ん
』だ
と
、ま
っ
た

く
も
う
！
」

　

肩
が
10㎝
く
ら
い
落
ち
た
の
は
、自
分
で
も
自
覚
で
き
る
ほ
ど

で
、こ
の
状
態
を「
が
っ
く
り
」と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。も
う
一度
、

L
I
N
E
の
文
字
を
眺
め
た
が
、グ
ア
ム
の
青
い
海
と
白
い
ビ
ー
チ

は
静
か
に
フェー
ド
ア
ウ
ト
す
る
ば
か
り
。

　
や
む
な
く
、キ
ャ
ン
セ
ル
し
よ
う
と
、申
し
込
ん
だ
旅
行
会
社
に

電
話
し
た
が
、こ
の
日
は
旅
行
会
社
の
休
業
日
で
案
内
の
テ
ー
プ
が

流
れ
る
ば
か
り
。そ
こ
で
取
消
料
は
いつ
か
ら
か
か
る
ん
だ
っ
け
？

　

と
、パ
ンフ
レッ
ト
を
取
り
出
し
て
見
て
み
た
。「
旅
行
開
始
日
の

前
日
か
ら
起
算
し
て
30
日
目
に
当
た
る
日
以
降
に
│
│
」と
い
う

文
字
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。スマ
ホ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
遡
る
が
、

ど
う
も
明
日
が
そ
の
30
日
目
に
あ
た
る
よ
う
だ
。…
と
い
う
こ
と

は
、今
日
中
に
キ
ャン
セ
ル
し
な
い
と
、取
消
料
が
発
生
す
る
？　
そ

ん
な
こ
と
あ
って
いい
の
？　
だって
、今
日
キ
ャン
セ
ル
し
た
く
て
も

旅
行
会
社
は
休
み
だ
し
、キ
ャン
セ
ル
す
る
場
合
の
連
絡
先
も
旅
行

会
社
は
設
け
て
い
な
い
。だった
ら
、取
消
料
の
支
払
い
は
不
要
だ
と

思
い
ま
す
が
。

解
決
に
向
け
て
の
指
針

〈
取
消
料
が
か
か
ら
な
い
期
間
は
翌
営
業
日
ま
で「
お
ま
け
」さ
れ

る
！
〉

　
こ
の
よ
う
な
場
合
取
消
料
の
収
受
は
で
き
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、

お
客
様
が
旅
行
会
社
の
休
業
明
け
の
取
消
料
が
か
か
る
日
に
連

絡
し
て
き
て
も
、そ
も
そ
も
、無
料
で
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
る
期
間
の

末
日
が
１
日「
お
ま
け
」で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
の
で（
民
法
第

1
4
2
条
）、実
際
に
、お
客
様
が
休
日
の
日
に
、連
絡
し
よ
う
と

し
ま
い
と
関
係
な
く
旅
行
会
社
は
取
消
料
を
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、旅
行
会
社
に
よって
は
、「
取
消
の
連
絡
は
、弊
社
営
業
時

間
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。な
お
旅
行
契
約
の
解
除
日
と
は
、

お
客
様
が
お
申
込
店
の
営
業
日・営
業
時
間
内
に
解
除
す
る
旨
を

お
申
し
出
た
時
を
基
準
と
し
ま
す
」等
の
断
り
書
き
を
設
け
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は「
休
業
日
」に
当
た
っ
た
場

合
の「
期
間
の
末
日
の
延
長
」に
つ
き
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

「
期
間
の
末
日
の
延
長
」に
つい
て
は
、民
法
第
１
４
２
条〈
期
間

満
了
の
特
例
〉が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、こ
の
民
法
第
1
4
2
条
の
定
め
と
は
、旅
行
会
社
が
定

休
日
等
で
、お
客
様
の
キ
ャン
セ
ル
の
意
思
表
示
が
旅
行
会
社
に
届

か
な
い
と
き
は
、お
客
様
が
取
消
料
な
く
し
て（
ま
た
は
、旅
行
代

金
の
○
○
％
を
支
払
う
こ
と
で
）キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
る
期
間
の
末
日

が
翌
営
業
日
ま
で
自
動
的
に
延
長
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
、お
客

様
が
旅
行
会
社
の
休
業
日
に
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
た
と
か
は
関
係

な
く
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。以
上
の
こ
と
か
ら
、旅
行

会
社
に
とって
は
や
や
酷
な
物
語
の
序
章
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、こ
の
よ
う
な
、民
法
の
定
め
を
適
用
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、

旅
行
会
社
は
休
日
で
あ
って
も
、お
客
様
か
ら
の
旅
行
契
約
の
解

除
を
受
け
る
何
ら
か
の
窓
口
を
設
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
曽
田
）

民
法
第
１
４
２
条〈
期
間
満
了
の
特
例
〉

【
期
間
の
末
日
が
日
曜
日
、国
民
の
休
日
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す

る
休
日
、そ
の
他
の
休
日
に
あ
た
る
と
き
は
、そ
の
日
に
取
引
し
な

い
慣
習
が
あ
る
場
合
に
限
り
、期
間
は
、そ
の
翌
日
に
満
了
す
る
】



法
務
・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室

（
監
修 

弁
護
士

　三
浦
雅
生
）

第
46
回 

契
約
の
解
除
に
つい
て

法務の窓口
　
契
約
の
解
除
の
問
題
と
し
て
、
最
初
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
取

消
料
の
問
題
で
す
が
、
取
消
料
の
問
題
は
繰
り
返
し
取
り
上
げ

て
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
旅
行
契
約
の
解
除
の
周
辺
の
問
題
を

考
え
て
み
ま
す
。

契
約
の
解
除
に
相
手
の
〝
納
得
〞
は
い
ら
な
い
。

　
「
人
生
の
門
出
の
新
婚
旅
行
を
中
止
に
す
る
な
ん
て
と
ん
で

も
な
い
。
何
が
な
ん
で
も
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。」

　
大
型
台
風
で
目
的
地
の
島
全
体
が
大
被
害
を
被
っ
た
た
め
に

募
集
型
企
画
旅
行
を
中
止
し
た
と
き
の
新
婦
の
母
親
か
ら
の
苦

情
電
話
で
す
。
航
空
機
も
飛
ん
で
お
り
、
ホ
テ
ル
も
営
業
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
旅
行
業
者
は
ツ
ア
ー
と
し
て
催
行
で
き
る

状
態
で
は
な
い
と
判
断
し
、
約
款
の
規
定
に
従
っ
て
催
行
を
中

止
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
お
客
様
が
旅
行
の

中
止
に
納
得
せ
ず
、
何
か
と
苦
情
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

当
室
で
も
「
お
客
様
が
納
得
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
お
客
様
だ

け
で
も
実
施
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
い

う
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
旅
行
契
約
の
解
除
は

解
除
の
要
件
が
整
っ
て
い
れ
ば
、
通
知
が
相
手
に
到
達
し
た
時

点
で
効
果
が
生
じ
ま
す
。お
客
様
の
承
諾
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

お
客
様
に
解
除
の
理
由
（
中
止
の
判
断
に
至
る
現
地
の
状
況
、

観
光
が
で
き
る
状
態
で
は
な
い
こ
と
な
ど
）
や
約
款
上
の
根
拠

を
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、「
契
約
は
解
除
さ

れ
た
。」
と
い
う
前
提
で
、
毅
然
と
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

解
除
の
意
思
表
示
は
撤
回
で
き
な
い
。

　
「
さ
っ
き
の
〝
取
消
し
〞
は
な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
く
れ
。

ま
だ
申
込
金
を
返
金
し
て
も
ら
っ
て
い
な
い
の
で
問
題
は
な
い

で
し
ょ
う
。」

　

お
客
様
か
ら
こ
の
よ
う
な
申
し
出
が
あ
り
ま
す
。
実
際
の

ケ
ー
ス
で
は
、掛
け
持
ち
予
約
を
し
た
お
客
様
が
間
違
っ
て〝
行

く
つ
も
り
だ
っ
た
当
社
の
旅
行
〞
を
取
り
消
し
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
旅
行
業
者
が
お
客
様
か
ら

の
通
知
を
受
領
し
た
時
点
で
契
約
解
除
の
効
果
が
生
じ
ま
す
。

旅
行
代
金
の
返
金
は
契
約
解
除
後
の
事
後
処
理
の
問
題
で
す
か

ら
、
解
除
の
効
果
の
発
生
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
せ
ん
。
旅
行
業

者
は
、
お
客
様
か
ら
契
約
の
解
除
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
直
ち

に
運
送
機
関
や
宿
泊
施
設
の
解
除
手
配
を
進
め
ま
す
。
い
ま
さ

ら
「
な
か
っ
た
こ
と
に
…
…
」
と
言
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
手
配

を
も
と
に
戻
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
法
で
は
、「
解

除
の
意
思
表
示
は
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。（
第
5
4
0

条
第
2
項
の
趣
旨
）」と
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
理
由
は「
相

手
方
の
地
位
を
不
安
定
に
し
、
法
律
関
係
を
複
雑
に
す
る
か
ら

で
あ
る
。（
内
田
貴「
民
法
Ⅱ　
債
権
各
論
」東
京
大
学
出
版
会
）」

な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
旅
行
業
務
に
も

当
て
は
ま
り
ま
す
。

契
約
を
解
除
し
た
と
き
は
原
状
回
復

　
「
お
客
様
が
ク
ー
ポ
ン
を
捨
て
ち
ゃ
っ
た
と
云
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
払
戻
し
を
し
な
く
て
も
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。」
と

い
う
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

民
法
で
は
、
契
約
を
解
除
し
た
場
合
は
、
双
方
に
「
原
状

回
復
」
の
義
務
が
生
じ
ま
す
（
第
5
4
5
条
第
1
項
）。
旅

行
契
約
で
は
、
旅
行
開
始
前
で
あ
れ
ば
、
お
客
様
は
旅
行
業

者
か
ら
交
付
を
受
け
た
ク
ー
ポ
ン
や
乗
車
券
な
ど
を
旅
行
業

者
に
返
却
す
る
と
同
時
に
、
旅
行
業
者
は
旅
行
手
配
を
解
除

し
て
旅
行
代
金
を
返
金
し
ま
す
（
取
消
料
が
あ
る
場
合
に
は

取
消
料
を
控
除
し
ま
す
。）。

　

と
こ
ろ
が
、
旅
行
業
約
款
に
は
、「
旅
行
契
約
が
解
除
さ
れ

た
場
合
は
、
旅
行
業
者
が
旅
行
者
に
交
付
し
た
券
類
を
旅
行

業
者
に
返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
は
書
い
て
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
先
の
「
…
…
捨
て
ち
ゃ
っ
た
。」
と
い
う
お

客
様
が
出
て
き
ま
す
。

　

民
法
上
は
、
お
客
様
が
原
状
回
復
の
義
務
を
果
た
し
て
く

れ
な
い
と
き
は
、
旅
行
業
者
は
旅
行
代
金
を
返
金
し
な
く
て

よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
（
第
5
4
6
条
）。
し
か
し
、
約

款
に
書
い
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
民
法
の
規
定
を
引
っ

張
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
理
論
的
に
正
し
く
て
も
、

お
客
様
か
ら
見
れ
ば
「
後
出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
の
よ
う
な
も

の
で
、「
不
親
切
」
と
の
誹
り
は
免
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
確
認

的
な
意
味
で
、「
募
集
型
企
画
旅
行
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合

は
、
お
客
様
は
、
乗
車
船
券
そ
の
他
当
社
が
お
客
様
に
交
付

し
た
ク
ー
ポ
ン
券
類
を
当
社
に
返
却
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。」
と
取
引
条
件
説
明
書
面
に
記
載
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
実
際
に
券
類
が
無
い
場
合
に
旅
行
業
者
が
サ
ー
ビ
ス

提
供
業
者
か
ら
返
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は
鉄

道
の
乗
車
券
な
ど
に
限
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
払
戻
し
に

つ
い
て
は
、
そ
の
辺
り
を
考
慮
し
て
実
務
上
の
対
応
を
考
え

る
の
が
適
当
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
石
）



事務局
便り

10月20日 幹事会／中部支部
10月20日 総務委員会／九州支部
10月20日～
24日 海外旅行委員会研修旅行（ロシア）／関東支部
10月24日 幹事会／沖縄支部
10月26日 実務委員会/九州支部
10月28日 空港委員会／中部支部
10月28日～
29日 消費者相談委員会／関西支部
11月4日 国内旅行委員会/九州支部
11月9日 海外旅行委員会／中部支部
11月10日 国内・地域振興委員会／中部支部
11月15日 研修委員会／中部支部
11月11日 弁済業務委員会／本部
11月16日 海外旅行推進委員会／本部
11月16日 ツーリズムEXPOジャパン組織委員会・実行委員会
11月17日 国内旅行委員会／関東支部
11月17日 消費者相談委員会／関西支部
11月21日 国内旅行委員会・東北六県バス協会連合会と

の意見交換会／東北支部
11月22日 訪日旅行推進委員会/本部
11月24日 国内旅行推進委員会/本部
11月25日 総務委員会／関東支部
11月29日 広報委員会／本部
11月29日 幹事会/北海道支部
11月29日 幹事会／関東支部

10月20日 苦情対応セミナー/北海道支部
10月21日 「クアンタム・オブ・ザ・シー」船内見学会／中四国支部
10月22日 平成28年度クルーズセミナ－ＣＣコース/九州支部
10月26日 和歌山県旅行商品素材セミナー／国内旅行推進委員会

10月27日 苦情対応セミナーD（三浦弁護士苦情法務学習会名
古屋4）／業務改善委員会

10月28日～
29日

第３回「みちのく潮風トレイル・ＪＡＴＡの道」プロジェクト
／社会貢献委員会

10月29日 自然環境保全活動「藤前干潟クリーン大作戦」／中部支部

11月2日 セミナー「企業成長に不可欠なCSR活動　～CSRコミュニ
ケーションで消費者（社会）を動かす～」／社会貢献委員会

11月2日 着地型旅行研究会/中四国支部
11月7日 苦情対応セミナー/東北支部
11月8日～
18日

第7回総合・国内旅程管理研修（仙台・東京・名古屋・
大阪・福岡）／研修・試験委員会

11月8日 ＪＡＴＡ×ＪＷＴＣセミナー／旅行業経営委員会
11月10日 熊本城災害復旧支援金贈呈式
11月16日 苦情対応セミナー（静岡）/中部支部
11月17日 苦情対応セミナー（名古屋）/中部支部
11月18日 苦情対応セミナー（金沢）/中部支部

11月24日 苦情対応セミナーD（三浦弁護士苦情法務学習会名
古屋5）／業務改善委員会

●JATA業務予定表  10月20日（木）～11月30日（水）
※予定表は変わることがあります。
本部・支部の委員会（予定）

●JATA主催・共催の研修・セミナー等活動
※JATA正・協力会員を対象とした研修・セミナーであり、すで
に申し込み受付を締め切った研修・セミナーもあります。詳しく
は、JATAホームページ（会員限定ページ）でご確認ください。

8月の出入国者数（速報値）
出国日本人数は10.4％増182万5000人
3カ月連続のプラスで今年初の2ケタ成長
日本政府観光局（JNTO）が9月21日に発表した速報値によると、今年8月にお
ける出国日本人数は前年同月比10.4％増の182万5000人を記録しました。
今年6月における同9.6％増から伸び率を拡大すると同時に、今年に入ってから

初めての2ケタ台の伸びを示しています。今年1月から8月までの累計でも、前年同
期比5.5％増の1117万2600人となり、今年7月までの累計での同4.5％増に続いて、
上半期の伸び率である同3.8％増を上回りました。累計での伸び率が加速してき
ており、「海外旅行復活の年」の実現に向けて勢いが増す形となっています。
出国日本人数は、今年1月に前年同期比3.3％増を記録し、2月が同5.9％増、3月

が同1.1％増、4月が同9.2％増とプラスを維持した後、5月はマイナスに転じたもの
の、6月から8月まで3カ月連続でプラスを維持すると同時に、伸び率も順調に拡大
してきており、9月以降の動きも期待されるところです。一方、今年8月における訪日
外客数は前年同月比12.8％増の204万9200人となり、今年7月における229万6500
人に続いて200万人台を維持するとともに、これまで8月としては過去最高だった
昨年の181万7000人を上回り、8月の単月での記録を更新しました。
今年8月までの累計でも、前年同期比24.7％増の1605万9500人となり、昨年より

2カ月早く1500万人を突破しています。

◆注１ : 出典：日本政府観光局(JNTO)」
◆注２ : 平成27年（2015年）は確定値、平成28年（2016年）1月～6月は暫定値、＊部分は推計値である。
◆注３ : 訪日外客数及び＊印の出国日本人数は法務省資料を基にJNTOが算出し、それ以外の出国日本人数は法務省資

料を転記した数値である。
◆注４ : 訪日外客とは、国籍に基づく法務省集計による外国人正規入国者から、日本を主たる居住国とする永住者等の外

国人を除き、これに外国人一時上陸客等を加えた入国外国人旅行者のことである。駐在員やその家族、留学生等
の入国者・再入国者は訪日外客に含まれる。

 なお、上記の訪日外客数には乗員上陸数は含まれない。

日本政府観光局（JNTO） 　　　　　　　　平成28年9月21日　（単位：人）

訪日外客数 出国日本人数
月 平成27年 平成28年 伸 率（％） 平成27年 平成28年 伸 率（％）

1 1,218,393 1,851,895 52.0 1,235,612 1,276,297 3.3

2 1,386,982 1,891,375 36.4 1,257,154 1,330,972 5.9

3 1,525,879 2,009,549 31.7 1,534,026 1,550,637 1.1

4 1,764,691 2,081,697 18.0 1,144,833 1,249,586 9.2

5 1,641,734 1,893,574 15.3 1,262,103 1,233,169 －2.3

6 1,602,198 1,985,722 23.9 1,190,806 1,271,146 6.7

7 1,918,356 ＊2,296,500 ＊19.7 1,309,957 ＊1,435,159 9.6

8 1,817,079 ＊2,049,200 ＊12.8 1,653,622 ＊1,825,000 ＊10.4

1～8 12,875,256 ＊16,059,500 ＊24.7 10,588,113 ＊11,172,600 ＊5.5

「JATA経営フォーラム2017」 2月28日開催
　政府は「第4次産業革命」として、AI（人工知能）やIoTを
活用し、産業構造を大きく転換する政策を進めています。
　今回の「JATA経営フォーラム2017」では、最先端のロ
ボット技術研究者や実践者に基調講演を依頼し、近未来
の経済や生活について展望していただきます。
　また、研究や実践を通じて見えてきている将来に求めら

れるものなどについても、お話をいただく予定です。
◎「JATA経営フォーラム2017」開催概要
日時：2017年2月28日（火）14時から18時まで
場所：六本木アカデミーヒルズ49
※フォーラムは、「基調講演」「分科会」「特別講演」の3
部構成を予定しています。活発な議論が交わされた2016年の

経営フォーラム



　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン

2
0
1
6
」期
間
中
の
9
月
23
日
に

は
、「
観
光
先
進
国
」に
向
け
た
政
府

に
よ
る
取
り
組
み
の
先
頭
に
立
つ
菅

義
偉
内
閣
官
房
長
官
が
展
示
会
場

を
訪
れ
て
、内
外
か
ら
参
加
し
た
出

展
者
の
ブ
ー
ス
を
視
察
。熊
本
県
の

ブ
ー
ス
で
は
、今
年
4
月
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
を
願
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
残
し
ま
し
た
。ま
た
、

菅
官
房
長
官
は
、来
場
者
に
寄
付
を

募
っ
て
レ
ゴ
Ⓡ
ブ
ロ
ッ
ク
で
熊
本
城
を

制
作
す
る「
レ
ゴ
Ⓡ
ブ
ロ
ッ
ク
で
応
援 

熊
本
城
」の
コ
ー
ナ
ー
に
も
立
ち
寄

り
、自
ら
ブ
ロッ
ク
に「
熊
本
城
は
日

本
一
」と
書
き
込
ん
で
、1
日
も
早
い

熊
本
の
観
光
復
興
へ
の
思
い
を
託
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
の「
J
A
P
A
N 

N
I
G

H
T
」で
は
、日
本
橋・中
央
通
り
を

舞
台
に
、国
内
各
地
の
祭
り
で
人
気

を
集
め
て
い
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。小
雨
も
ぱ
ら

つ
く
生
憎
の
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
、

沿
道
を
埋
め
た一般
来
場
者
は
、熊
本

「
牛
深
ハ
イ
ヤ
踊
り
」で
先
頭
に
立
っ

た
く
ま
モ
ン
に
喝
采
を
送
る
な
ど
、

初
秋
の
気
配
も
漂
い
始
め
た
日
本
橋

で
、去
り
ゆ
く
夏
の一夜
に
日
本
の
伝

統
芸
能
な
ど
を
堪
能
し
ま
し
た
。

フォトレポート

菅官房長官は、熊本県のブースで地震からの復興を祈る
メッセージも残しています

「JAPAN NIGHT 2016」の開幕を鏡開きで祝いました展示会場では「観光立国」に寄与することを目指すツアーグ
ランプリの表彰式も行われました（関連記事8ページ）

秋田竿燈や鹿沼彫刻屋台、牛深ハイヤ踊りなどが繰り広げら
れたパレード

JAPAN NIGHT「国際交流の夕べ」で挨拶する石井国交相

日本橋・中央通りでご当地キャラクターも加わり記念撮影

「ジャパン・ツーリズム・アワード」受賞者の皆さん

WTTCネットワーキングに出席した関係者

フランス観光開発機構による記者会見

展示会場では菅官房長官が各国・地域のブースを回り、
工夫が凝らされた展示などを熱心にご覧になりました

旅は変える。人生を。世界を。

菅
官
房
長
官
は
展
示
会
場
で
復
興
メ
ッ
セ
ー
ジ

日
本
の
魅
力
を
発
信
し
た「
J
A
P
A
N 

N
I
G
H
T
」

法
被
姿
の
く
ま
モ
ン
に
喝
采



　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン

2
0
1
6
」の
展
示
会
に
は
、世
界

1
4
0
の
国・地
域
と
国
内
47
都
道

府
県
か
ら
1
1
8
1
の
企
業・団
体

が
出
展
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
ブ
ー
ス
で
は
様
々
な
出
会
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

J
A
T
A
が「
海
外
旅
行
復
活

の
年
」と
位
置
付
け
る
今
年
、海
外

部
門
の
展
示
で
は
、ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン・ベ
ラ
ル
ー
シ・ブ
ル
ガ
リ
ア・ジ
ョ
ー

ジ
ア・モ
ル
ド
バ・ル
ー
マ
ニ
ア
の
黒
海

沿
岸
6
カ
国
ブ
ー
ス

を
特
集
展
開
。日
本

で
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
各
国
の
奥

深
い
魅
力
が
発
信
さ

れ
、地
元
ワ
イ
ン
の
試

飲
な
ど
に
は
長
い
列

が
で
き
る
ほ
ど
の
人

気
で
し
た
。

　

2
0
2
0
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
向
け
て
、最
先

端
の
技
術
に
よ
り
日

本
語
と
各
国
言
語

間
の
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン・サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル

を
紹
介
す
る「
ツ
ー

リ
ズ
ム
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ゾ
ー
ン
」で
は
、ス
マ
ー

ト
ホ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な

ど
に
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
る

だ
け
で
、話

し
た
内
容

を
文
字
と

音
声
で
外

国
語
に
翻

訳
し
て
く

れ
る
多
言
語
音
声
翻
訳
ア
プ
リ
を
、

来
場
者
ら
が
興
味
深
そ
う
に
体
験

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
は
、地
震
や
テ
ロ
な

ど
の
影
響
で
旅
行
需
要
が
減
少
し

て
い
る
国
や
地
域
を
支
援
す
る
サ

ポ
ー
ト
企
画
も
実
施
さ
れ
、〝
W
e 

A
c
t 

f
o
r 

K
U
M
A
M
O

T
O 
a
n
d 

F
R
A
N
C
E
〞と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、熊
本
と
フ

ラ
ン
ス
を
応
援
す
る
取
り
組
み
も

実
施
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
午
後
に
は
、く
ま
モ
ン

が
フ
ラ
ン
ス
観
光
開
発
機
構
ブ
ー
ス

の
セ
ミ
ナ
ー
会
場
に
姿
を
見
せ
、今

年
ま
で
4
年
連
続
で
訪
問
し
た
パ
リ

で
の
体
験
を「
く
ま
モ
ン
の
フ
ラ
ン
ス

旅
行
記
」と
し
て
紹
介
、サ
プ
ラ
イ

ズ
企
画
で
フ
ラ
ン
ス
観
光
の
復
興
を

応
援
し
ま
し
た
。

展示イベント
フォトレポート

熊本応援企画のキックオフイベントフランスのブースを訪れたくまモン

制作中のレゴ®ブロックによる熊本城熊本県のブースにはお城とくまモン

翻訳アプリには来場者も興味津々

ブルガリアのブース

ジョージアのブース

アゼルバイジャンのブース

フランス・ブースでのセミナー

瞬時に表示される外国語を確認

海外からの出展者も熊本城に注目熊本の復興を願うメッセージボード展示会場ではフランス写真展も

ブースでは技術的な質問も

展示会場では1000を超えるブースが展開

旅は変える。人生を。世界を。

注
目
集
め
た
黒
海
沿
岸
6
カ
国
ブ
ー
ス

フ
ラ
ン
ス
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
く
ま
モ
ン
も
登
場

黒
海
沿
岸
6
カ
国

ツーリズムテクノジー

“We Act for KUMAMOTO and FRANCE”



　

　
本
誌
で
は
、昨
年
9
月
号
か
ら
今
号
ま
で

12
回
に
わ
た
っ
て
、「
素
材
研
究
・
特
別
編
」

と
し
て
中
国
の〝
今
〞を
伝
え
る
特
集
企
画

を
連
載
し
て
き
ま
し
た
。シ
リ
ー
ズ
の
掉
尾

を
飾
る
今
回
は
、中
国
国
家
観
光
局
駐
日

本
代
表
処
の
羅
玉
泉
首
席
代
表
に
、訪
中

日
本
人
旅
行
者
の
増
加
や
日
中
間
の
交
流

拡
大
に
向
け
て
、そ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

年
間
の
日
本
人
旅
行
者
は
３
０
０
万

人
近
く
に

…
今
年
3
月
に
J
A
T
A
本
部
で「
中
国

旅
行
復
活
緊
急
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ

て
か
ら
半
年
ほ
ど
経
過
し
ま
し
た
が
、現
在

の
日
本
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に

ご
覧
に
な
って
い
ま
す
か
。

羅
代
表　

中
国
側
の
統
計
よ
る
と
、今
年
1

月
か
ら
5
月
ま
で
の
5
カ
月
間
に
中
国
を

訪
れ
た
日
本
人
旅
行
者
は
、前
年
同
期
比

5
％
増
を
記
録
し
ま
し
た
。日
本
の
旅
行
業

界
の
皆
さ
ん
に
、新
し
い
素
材
や
コ
ー
ス
も
含

め
た
パッ
ケ
ー
ジ
商
品
の
造
成
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
し
、中
国
国
家
観
光

局
と
し
て
も
上
半
期
に
続
い
て
中
国
各
地
へ

フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
り
、一
般
向
け
に

も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
き
て
い
ま

す
。両
国
間
の
社
会
的
な
環
境
の
変
化
な

ど
も
あ
り
、需
要
も
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま

す
し
、個
人
的
な
感
覚
と
し
て
は
、一般
の
日

本
人
旅
行
者
の
皆
さ
ん
の
中
国
に
対
す
る

関
心
は
以
前
よ
り
も
強
ま
っ
て
き
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。昨
年
は
訪
中
日
本
人
旅
行

者
数
が
前
年
比
で
マ
イ
ナ
ス
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
が
、今
年
は
昨
年
の
2
5
0
万
人
か
ら

3
0
0
万
人
近
く
ま
で
増
加
し
て
、10
％
以

上
の
プ
ラ
ス
成
長
に
転
じ
る
だ
ろ
う
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

…
具
体
的
な
動
き
と
し
て
、特
に
、注
目
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

羅
代
表　

中
国
の
各
地
方
か
ら
も
日
本
で

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
た
め
に
ミ
ッ
シ
ョン
が
相

次
い
で
訪
日
し
て
お
り
、日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

向
け
に
P
R
を
強
化
し
て
、日
本
人
旅
行
者

を
歓
迎
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。特
に
、現
在
は
、日
本
と
中

国
の
政
治
関
係
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、民
間
の

交
流
を
進
め
る
こ
と
の
重
要
性
に
対
す
る

認
識
が
定
着
し
て
お
り
、文
化
交
流
や
青
少

年
交
流
な
ど
、様
々
な
形
で
交
流
拡
大
へ
の

期
待
が
日
中
双
方
で
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
ま
す
。ま
た
、日
本
を
訪
れ
る

中
国
人
旅
行
者
が
増
え
て
い
る
中
で
、双
方

向
交
流
と
い
う
観
点
か
ら
も
、よ
り
多
く
の

日
本
人
旅
行
者
に
も
中
国
を
訪
れ
て
い
た

だ
き
、現
地
の
様
子
を
直
接
見
て
い
た
だ
く

こ
と
も
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

中
国
旅
行
に
新
た
な
ト
レ
ン
ド
や
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
を

…
訪
中
日
本
人
旅
行
者
の
増
加
や
日
中
の

交
流
拡
大
に
向
け
て
、旅
行
業
界
と
は
ど
の

よ
う
に
協
力
を
進
め
て
い
く
お
考
え
で
す

か
。

羅
代
表　

日
本
の
海
外
旅
行
市
場
は
、

1
9
9
0
年
代
に
1
8
0
0
万
人
ま
で
拡

大
し
、日
本
人
旅
行
者
は
中
国
で
も
各
地

を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。近
年
で

は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
急
速
に
拡
大
す
る一方

で
、日
本
か
ら
の
海
外
旅
行
者
数
は
伸
び

悩
ん
で
い
る
の
が
実
状
で
す
。旅
行
業
界
が

「
海
外
旅
行
復
活
」を
掲
げ
て
需
要
の
回

復
に
取
り
組
ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
、中
国

は
日
本
市
場
で
の
重
要
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
す
か
ら
、中
国
国
家
観
光
局
と
し

て
も
、旅
行
業
界
と
の
緊
密
な
連
携
を
通
じ

て
、需
要
創
出
や
市
場
開
発
を
実
現
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。中
国
は
日
本
か

ら
一
番
近
い
大
陸
の
国
で
あ
り
、歴
史
や
文

化
も
多
彩
で
す
か
ら
、そ
の
魅
力
を
具
体
的

な
商
品
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、中
国
国

家
観
光
局
の
義
務
と
責
任
だ
と
思
って
い
ま

す
が
、同
時
に
、日
本
の
旅
行
者
の
皆
さ
ん
に

商
品
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
、日
本
の
旅

行
業
界
に
果
た
し
て
い
た
だ
く
役
割
だ
と

期
待
し
て
い
ま
す
。中
国
国
家
観
光
局
だ
け

で
な
く
、中
国
各
地
の
地
方
観
光
局
や
日
本

人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
現
地
の
旅

行
業
界
も
日
本
市
場
の
活
性
化
に
は
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

…
具
体
的
な
手
法
と
し
て
は
、ど
の
よ
う
な

こ
と
を
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

羅
代
表　

中
国
観
光
の
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」で
し
た
が
、今
後
は
、中
国

の
最
新
の
面
白
い
と
こ
ろ
を
旅
行
業
界
の
皆

さ
ん
と一緒
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、J
A
T
A

の
会
員
会
社
と
も
協
議
し
な
が
ら
、日
本
市

場
に
ア
ピ
ー
ル
し
そ
う
な
エ
リ
ア
や
テ
ー
マ
を

絞
り
込
ん
で
、日
本
か
ら
中
国
の
41
都
市
へ

路
線
を
展
開
し
て
い
る
航
空
会
社
に
も
協

力
し
て
も
ら
い
、重
点
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

を
進
め
る
こ
と
で
、中
国
旅
行
の
新
し
い
ト

レ
ン
ド
や
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
作
る
こ
と
が
で
き

た
ら
と
も
考
え
て
い
ま
す
。現
地
側
の
各
観

光
局
と
も
互
い
に
手
を
携
え
て
、広
大
な
中

国
の
多
様
な
魅
力
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

中国旅行新時代に向けて
業
界
と
の
緊
密
な
連
携
で
市
場
開
発
を
実
現

中
国
国
家
観
光
局・羅
玉
泉
駐
日
首
席
代
表
に
聞
く

広 告
素材研究
（特別編）
素材研究
（特別編）
素材研究
（特別編）

中国国家観光局 駐日本代表処

羅玉泉首席代表

今年9月に開催された中国湖南国際旅行商大会・国際旅行祭には日本の旅行会社も
参加し、現地の視察も行われました



このご案内は、旅行業者賠償責任保険・サイバーリスク保険の概要についてご紹介したものです。募集の保険内容および加入方法については、
お手元に送付されるパンフレットをご覧ください。また、㈱ジャタホームページ（http://www.yu-jata.com）でもパンフレットPDFをご覧いただけま
す。詳細は契約者である団体の代表者の方にお渡ししてある保険約款によりますが、ご不明点な点がありましたら代理店におたずねください。

お問い合わせ

引受保険会社 ： 東京海上日動火災保険株式会社

「JATA会員会社向け団体保険制度」のご案内 好評募集中!
締切：11月24日（木）

2016年10月作成　16-T18035

（取扱代理店）　　　　　　　　　　 TEL　03-3504-1751　　E-mail　mail@yu-jata.com

消費者の権利意識の高まりに伴い、苦情件数や賠償金額は毎年増加しています。
旅行業者の業務遂行に起因して、旅行会社が法律上の賠償責任を負うことによる損害に対して、保険金をお支払い
します。

〈高額な賠償金事例〉登山ツアーでの死亡事故
旅行会社の天候の判断ミスが問われ、ツアーを中断しなかった旅行会社の損害賠償責任が認められた。
賠償金はなくなった方の生涯年収を基に算出され、数千万円が賠償金として支払われた。

旅行業者賠償責任保険

添乗員の誘導ミスで
起きた傷害事故による

賠償責任

手配ミスによる
賠償責任

パスポートの盗難による
賠償責任

強固なセキュリティを構築しても、サイバーリスクを完全に排除するのは困難です。
サイバーセキュリティ事故が発生した時の損害賠償リスクや危機管理対応費用の支出に備える
保険です。

サイバーリスク保険では、上記のリスクに対する『保険での備え』と、『サイバーリスク総合支援サービス』をご提供します

サイバーリスク保険

情報漏えいリスク
個人情報が流失した際の損害賠償金・

お見舞金など

危機管理対応費用リスク
不正アクセス等のセキュリティ事故に
対応するために生じた原因調査費用・

コンサルティング費用など

損害賠償リスク
自社ＨＰが改ざんされ、アクセスした
お客様がウイルスに感染した際の
損害賠償金・争訟費用など

「損害賠償金」「危機管理対応費用」
等をお支払い

保険による対策

「情報・ツール提供サービス」「簡易リスク診断サービス」
「専門事業者紹介サービス」を通じたサポートを実施

サイバーリスク総合支援サービス＋

会社の危機管理の手段として有効な保険です。この機会に、是非ご検討ください！
詳細な補償内容・保険料等につきましては、(株)ジャタまでお問い合わせください。

株式会社ジャタはJATAの会員サポートを目的とする会社です。

新登場！新登場！


